
。
、　
　
リ

ノ

の
パ
ン
価
高
騰
と
社
会
政
策

i
一
八
五
三
～
五
六
年
i

堀

井

敏

夫

【
要
約
】
米
価
問
題
が
日
本
史
の
．
一
面
を
開
ら
か
に
し
て
く
れ
る
よ
う
に
、
パ
ソ
価
の
問
題
は
、
パ
リ
の
社
会
史
・
行
政
史
の
深
み
を
の
ぞ
か
せ
て
く
れ

る
。
一
八
五
三
年
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
小
麦
も
、
じ
ゃ
が
い
も
も
不
作
で
、
パ
リ
の
パ
ン
価
は
暴
騰
し
は
じ
め
た
。
こ
れ
は
、
庶
民
の
生
活
費
を
一
挙
に

二
、
三
割
も
押
し
上
げ
る
よ
う
な
も
の
で
、
こ
の
た
め
に
過
去
の
革
命
前
夜
の
ご
と
き
兆
候
さ
え
い
ち
早
く
現
わ
れ
始
め
た
。
当
局
は
、
鍛
物
輸
入
の
促

進
な
ど
の
通
常
の
策
を
取
る
と
と
も
に
、
都
知
事
オ
ス
マ
ン
の
指
導
の
も
と
、
あ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
政
策
、
　
「
相
殺
方
式
」
を
採
用
す
る
こ
と
に
漕
ぎ
つ
け

た
。
パ
ン
の
原
価
の
高
騰
は
三
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
た
が
、
こ
の
方
式
の
成
功
に
よ
っ
て
、
パ
ン
の
消
費
者
価
格
は
終
始
低
く
安
定
し
続
け
、
し
た
が

っ
て
、
恐
れ
ら
れ
て
い
た
社
会
危
機
も
到
来
せ
ず
に
終
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悪
難
第
五
五
巻
第
三
号
　
一
九
七
二
年
五
月
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序

　
フ
ラ
ン
ス
は
パ
ン
の
国
で
あ
る
。
大
き
な
棒
状
の
パ
ン
を
む
き
出
し
に
か
か
え
た
人
々
が
街
を
行
き
交
う
。
　
「
フ
ラ
ン
ス
人
と
は
」
と
問
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ば
人
は
「
パ
ソ
を
食
べ
る
人
種
だ
」
と
定
義
す
る
。
食
堂
で
パ
ン
を
お
代
り
す
る
の
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
り
、
お
代
り
し
て
も
料
金
を
取
ら
れ

な
い
場
合
が
多
い
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
料
理
店
に
て
で
あ
る
。
パ
ン
の
消
費
量
が
著
し
く
減
っ
て
い
る
二
〇
世
紀
で
さ
え
そ
う
で
あ
る
。
本
稿
が

扱
う
一
九
世
紀
半
ば
で
は
、
一
番
少
な
い
パ
リ
で
も
一
人
一
日
五
〇
〇
グ
ラ
ム
平
均
を
下
ら
ず
（
現
在
の
倍
量
）
、
　
殊
に
下
層
の
人
び
と
は
八

○
○
か
ら
一
、
○
○
○
グ
ラ
ム
を
摂
取
し
て
い
た
。
つ
ま
り
必
要
カ
ロ
リ
ー
量
の
八
、
九
割
を
パ
ン
に
頼
っ
て
い
た
人
び
と
も
多
か
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
に
パ
ン
問
題
は
重
要
で
あ
っ
た
。
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②

　
パ
リ
に
お
け
る
パ
ン
の
歴
史
は
血
な
ま
ぐ
さ
い
。
フ
ロ
ン
ド
の
乱
で
飢
餓
に
駆
ら
れ
た
民
衆
は
パ
ン
屋
を
襲
っ
て
殺
し
て
い
る
。
バ
ス
チ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ユ
占
領
の
夏
の
終
り
、
パ
ン
不
足
に
お
び
え
た
民
衆
は
フ
ラ
ン
ソ
ワ
と
い
う
パ
ン
屋
の
首
を
し
め
て
い
る
。
一
九
世
紀
に
入
っ
て
も
、
凶
作
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

年
の
秋
に
は
パ
ン
屋
の
前
で
騒
動
が
起
っ
て
警
察
が
動
き
出
す
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
凶
作
で
パ
ン
価
が
高
騰
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
市
民

は
、
養
老
の
売
り
惜
し
み
や
パ
ン
の
量
目
不
足
に
神
経
を
尖
ら
せ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
パ
ン
行
政
が
市
庁
の
管
轄
で
は
な
く
治
安
の
責
を
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

う
警
視
庁
の
管
轄
で
あ
っ
た
こ
と
も
意
味
深
い
。
バ
ス
チ
ー
ユ
占
領
の
日
は
、
パ
ン
の
値
段
が
一
八
世
紀
全
体
を
通
じ
て
一
番
高
か
っ
た
日
で

あ
り
、
二
月
革
命
の
前
年
の
夏
に
も
パ
ン
価
は
大
天
井
を
記
録
し
た
。

　
「
革
命
の
世
紀
」
に
食
生
活
の
不
安
が
民
衆
運
動
の
動
機
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
多
く
の
歴
史
家
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て

　
⑥
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
為
政
者
が
ど
う
い
う
政
策
で
も
っ
て
こ
の
問
題
に
対
処
し
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
八
世
紀
の
大
革
命
期

の
「
最
高
価
格
制
」
に
つ
い
て
な
ど
を
除
け
ば
、
殆
ど
研
究
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
登
場
以
来
少

な
く
と
も
七
〇
余
年
間
に
わ
た
り
パ
リ
独
特
の
諸
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
界
に
勿
論
知
ら
れ
て
居
り
、
あ
る
も
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

標
準
的
な
世
界
史
概
説
書
に
さ
え
言
及
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
実
は
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の

教
授
た
ち
に
よ
れ
ば
「
こ
の
問
題
は
、
常
に
誓
書
で
多
量
の
行
政
文
書
と
会
計
文
書
の
両
方
を
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
に
、
今
ま
で
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

か
し
い
も
の
と
さ
れ
て
扱
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
。
筆
者
の
フ
ラ
ン
ス
語
論
文
は
、
パ
リ
の
パ
ン
問
題
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
一
九
世

紀
を
扱
っ
た
最
初
の
研
究
で
あ
る
。
論
文
の
構
成
は
、
O
　
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
か
ら
第
二
共
和
綱
ま
で
（
六
〇
余
年
問
）
を
第
｝
章
と
し
て
略

述
し
、
⇔
　
第
二
帝
政
期
（
一
八
年
間
）
を
第
二
・
第
三
・
第
四
章
と
し
て
詳
述
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
中
の
第
二
章
を
書
き

直
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
二
帝
政
初
期
の
四
年
間
、
一
八
五
三
一
五
六
年
に
限
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
の
座
に
着
い
た
翌
年
（
一
八
五
三
年
）
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
小
麦
の
非
常
な
凶
作
に
見
舞
わ
れ
、
し
か
も
一
年
置

い
て
一
八
五
五
年
、
五
六
年
の
作
柄
も
悪
く
、
小
麦
価
格
し
た
が
っ
て
パ
ン
価
は
忽
ち
倍
に
騰
貴
し
た
。
一
八
四
八
年
の
「
赤
の
恐
怖
」
は
遠

の
き
つ
つ
あ
っ
た
に
し
て
も
、
こ
の
頃
な
お
共
和
主
義
者
た
ち
の
陰
謀
の
危
険
が
全
く
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
時
期
で
あ
り
、
誕
生
貿
管
も
な
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い
第
二
帝
政
の
政
府
は
、
何
と
し
て
も
民
衆
の
社
会
不
満
と
騒
擾
を
避
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
政
府
は
、
穀
物
輸
入
の
諸
制
限

を
解
く
。
リ
ヨ
ン
で
は
パ
ン
屋
に
対
す
る
統
制
を
強
め
る
。
リ
ー
ル
で
は
貧
し
い
者
に
パ
ン
引
換
券
を
無
料
配
布
す
る
。
そ
し
て
パ
リ
と
リ
モ

ー
ジ
ュ
で
は
、
パ
ン
の
公
定
価
格
制
夢
客
葺
δ
p
を
相
殺
方
式
超
ω
藏
霞
①
α
Φ
8
饗
娼
o
p
ω
舞
δ
ゆ
に
よ
っ
て
維
持
し
て
行
く
政
策
が
取
ら
れ
た
。

　
「
相
殺
方
式
に
よ
る
パ
ン
の
公
定
価
格
維
持
策
」
と
い
う
の
は
、
非
常
に
興
味
深
い
経
済
統
制
で
あ
り
独
特
の
社
会
政
策
で
あ
る
。
小
麦
価

格
し
た
が
っ
て
パ
ン
の
原
価
が
ど
ん
な
に
高
騰
し
て
も
、
パ
ン
の
販
売
価
格
は
公
定
で
比
較
的
低
い
一
律
の
価
格
に
据
え
置
く
こ
と
を
強
制
す

る
。
そ
し
て
こ
の
原
価
鷲
冥
冨
①
｝
と
公
定
価
格
＄
×
①
と
の
差
額
、
貸
与
金
α
簿
霞
①
を
公
的
機
関
が
パ
ン
屋
に
貸
与
し
て
置
く
の
で
あ
る
。

や
が
て
小
麦
価
格
し
た
が
っ
て
パ
ン
価
の
低
落
期
が
め
ぐ
っ
て
く
る
と
、
パ
ン
の
原
価
が
い
く
ら
低
く
な
っ
て
も
販
売
価
格
は
や
は
り
公
定
で
、

原
価
よ
り
は
や
や
高
く
売
る
こ
と
を
貫
通
す
る
。
そ
し
て
公
定
価
格
と
原
価
と
の
差
額
、
販
立
金
ω
舞
3
×
①
を
先
の
公
的
機
関
が
取
り
立
て

る
。
も
っ
て
こ
の
公
的
機
関
は
高
騰
期
の
貸
与
金
と
低
落
期
の
取
立
金
と
を
稲
殺
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
似
た
方
策
は
ハ
ー
グ
や
ロ

シ
ア
で
小
規
模
に
実
施
さ
れ
た
ら
し
い
と
、
筆
老
は
在
仏
中
に
聞
い
た
が
、
パ
リ
の
第
二
帝
政
下
に
お
け
る
ほ
ど
秩
序
立
ち
徹
底
し
て
遂
行
さ

れ
た
こ
と
は
世
界
史
上
例
を
見
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
こ
の
特
異
な
物
価
対
策
の
採
用
過
程
と
貸
与
金
の
交
付
を
主
題
と
す
る
。

　
史
料
は
、
パ
リ
行
政
図
書
館
と
警
視
庁
古
文
書
館
を
主
と
し
て
、
パ
リ
の
七
つ
の
古
文
書
館
・
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
を
網
羅
的

　
　
　
　
⑩

に
利
用
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
e
　
都
知
事
・
警
視
総
監
の
手
紙
・
通
達
な
ど
を
含
む
古
文
書
箱
の
文
書
。
⇔
　
パ
ン
の
公
定
価
格
に
関
す
る
公
示
ビ
ラ
類
。
㊧
　
国
家
参
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

院
O
o
霧
①
嬬
α
、
団
挫
舞
・
貴
族
院
・
立
法
院
・
諸
山
の
会
議
録
・
報
告
類
。
⑳
　
法
律
・
勅
令
・
省
令
な
ど
。
㈲
　
都
知
事
・
警
視
総
監
の
発
し

た
条
令
購
書
菰
・
命
令
O
a
o
琶
ρ
昌
。
①
・
通
牒
。
旨
。
乱
勲
一
お
・
訓
令
言
ω
鷲
8
試
9
冨
な
ど
。
中
で
も
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
見
落
し
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

い
と
確
信
で
き
る
程
に
、
各
種
条
令
集
、
パ
リ
古
文
書
館
の
ω
曾
δ
＜
O
蒔
、
　
警
視
庁
古
文
書
館
の
∪
切
ω
O
①
な
ど
に
徹
底
的
に
目
を
通
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

た
。
㈹
　
会
議
へ
の
、
都
知
事
・
警
視
総
監
・
委
員
会
の
報
告
書
類
。
㈹
　
都
議
会
議
事
録
。
な
お
市
会
議
事
録
は
現
存
し
な
い
の
で
、
当
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
公
報
そ
の
他
に
お
け
る
抄
録
や
転
載
を
利
用
し
た
。
㈹
　
　
『
パ
ン
金
融
公
庫
運
用
会
計
報
告
』
全
七
巻
。
㈹
　
パ
ン
屋
ま
た
は
そ
の
同
業
組
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⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

合
が
出
し
た
手
紙
・
請
願
書
な
ど
。
㈹
　
市
公
報
・
民
間
の
新
聞
な
ど
の
定
期
刊
行
物
。
こ
れ
ら
使
用
し
た
史
料
は
、
こ
の
種
の
研
究
に
あ
り

が
ち
な
よ
う
に
多
岐
に
わ
た
り
、
量
も
目
録
だ
け
か
ら
し
て
欧
文
タ
イ
プ
ニ
八
頁
に
の
ぼ
り
、
そ
の
上
同
種
の
も
の
で
も
所
収
（
印
刷
物
）
・

所
在
（
館
・
箱
・
束
）
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
い
た
ず
ら
に
紙
面
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
依
拠
史
料
の
表
示
を
省
略

し
た
り
略
記
し
た
り
し
た
こ
と
を
寛
し
て
頂
き
た
い
。

　
史
料
の
豊
富
さ
と
反
対
に
、
参
考
文
献
は
少
な
い
。
ほ
ぼ
当
時
を
生
き
た
人
の
体
験
・
現
状
分
析
と
し
て
は
、
都
知
事
オ
ス
マ
ン
の
『
回
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

録
』
第
二
巻
や
ユ
ソ
ン
、
デ
ュ
カ
ン
の
著
作
が
重
要
で
あ
る
。
後
世
の
研
究
書
と
し
て
は
、
現
在
ま
で
三
冊
を
数
え
る
に
過
ぎ
ず
、
し
か
も
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
主
題
を
扱
う
中
で
ご
く
簡
単
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
研
究
の
手
は
じ
め
に
役
立
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。

①
u
＞
羅
冥
○
ω
（
展
①
羅
。
）
噛
§
O
ミ
蕊
冴
§
噛
｝
ミ
ミ
§
§
い
§
㌔
勺
蝕
。
・
噂

　
頃
四
多
。
菖
ρ
ち
銀
噛
ワ
ド
ρ
こ
の
欝
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
と
フ
ラ
ン
ス
人
の
発
見
」
と
、

　
い
う
副
題
を
も
っ
て
い
て
、
第
一
章
は
「
フ
ラ
ン
ス
人
と
は
何
か
」
を
論
じ
て
い

　
る
。
　
「
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
パ
ソ
を
食
べ
、
地
理
を
知
ら
ず
、
レ
ジ
オ
ソ
・
ド
ヌ
ー

　
ル
勲
章
を
つ
け
て
い
る
」
と
。

②
寒
ミ
慧
ミ
恥
ミ
ミ
恥
慧
ミ
馬
臓
§
㍉
．
愚
§
6
ミ
の
§
§
§
§
N
、
勘
自
粛
N
§

　
恥
馬
ぎ
箏
・
§
ミ
馬
■
切
3
ド
三
。
。
叶
く
芭
①
喝
P
二
ω
H
O
届
劇
㊤
騨
㊤
O
O
＝
b
o
．

③
掴
ミ
§
§
憶
ミ
富
屋
§
輿
望
“
．
§
ぴ
。
ミ
§
恥
婁
観
げ
ド
げ
韓
・
＜
ヨ
。
評
岳

　
δ
O
認
（
8
．
H
剛
き
●
b
。
刈
Y

④
≧
昌
心
誌
｛
．
℃
畠
8
u
し
ご
ω
O
①
圏
ピ
①
葺
①
臼
生
馬
簿
山
Φ
℃
巳
肖
震
る
曾
串

　
器
⑳
僧
郁
×
O
o
豪
農
勝
ω
鉱
お
。
。
辱
。
昌
鳥
霧
。
伽
β
蒔
p
o
馨
H
o
。
卜
。
o
。
．

⑤
一
八
五
九
年
一
〇
月
一
〇
日
の
勅
令
に
よ
っ
て
、
警
視
総
監
の
権
限
の
か
な
り

　
の
も
の
が
都
知
事
の
権
隈
に
移
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
ま
で
本
文
の
通
り
で
あ
っ
た
。

⑥
冒
塁
蜜
霞
①
ω
噛
》
｝
げ
。
冥
向
傷
砕
置
Φ
斜
0
8
薦
①
高
島
⑩
な
ど
。

⑦
例
え
ば
、
本
稿
が
扱
う
一
八
五
三
年
の
凶
作
と
パ
ソ
金
融
公
庫
の
創
設
に
つ
い

　
て
は
、
　
『
民
族
と
文
明
』
叢
書
に
も
雷
及
さ
れ
て
い
る
。
勺
O
O
磁
国
費
の
（
9
毎
7

　
δ
ω
）
”
b
“
暑
§
喰
ミ
§
ミ
“
愚
§
駐
ミ
§
（
H
。
。
膳
。
。
ゐ
。
。
8
）
”
《
㌻
自
旧
事
ミ
職
ミ
帆
－

　
師
ミ
暁
§
恥
y
戸
メ
く
圃
㍉
勺
鶏
β
お
曾
（
ω
。
①
e
噛
や
ぬ
P

⑧
u
。
巳
ω
O
冨
a
層
冥
。
｛
①
ω
ω
Φ
麟
H
ρ
冨
田
。
鼻
仙
9
。
。
い
Φ
醇
①
ω
。
け
ω
。
δ
昌
8
ω

　
9
ヨ
鉱
器
ω
山
。
一
、
Q
如
く
⑦
H
臨
菰
℃
ρ
ユ
ω
H
（
勺
磐
叶
ま
。
㌣
ω
o
吾
。
自
¢
Y
寓
8
冨
一

　
コ
2
蔓
霧
匂
①
雪
↓
墨
壷
9
α
一
H
8
叶
Φ
霞
。
。
縣
．
傘
巳
。
。
・
ρ
冠
H
＜
。
。
。
8
誠
8
α
⑦

　
一
．
国
。
2
¢
津
馨
置
器
α
①
ω
出
㊤
暮
。
ω
卑
巳
。
・
。
．

⑨
護
○
皆
H
（
日
O
ω
げ
δ
）
．
冒
O
§
題
脳
こ
汚
し
口
。
ミ
§
鷺
ミ
§
雪
駄
特
ミ
馬
§
§
覧

　
§
ミ
即
帖
蕊
8
竃
鳶
の
魯
。
ミ
寧
》
愚
ミ
．
ら
特
待
レ
Φ
刈
ρ
号
9
覧
。
噸
省
三
①
ρ

　
円
冨
ω
o
や
。
霞
｝
①
α
o
。
8
巴
暮
α
o
ω
。
畠
9
⑦
鷲
傍
⑦
口
ま
o
o
げ
ω
o
論
語
。
毒
。
帥
訂

　
閏
8
巳
ま
9
ω
U
o
茸
器
ω
①
け
o
Q
o
δ
静
8
。
・
び
百
日
鉱
器
ω
ρ
ω
o
旨
。
口
ま
）
O
④
一
、
Q
昌
苧

　
く
O
税
q
。
搾
伽
鳥
①
娼
四
二
ω
．

⑩
》
零
三
〈
。
ω
山
。
℃
ρ
『
只
旧
称
≧
。
ぽ
話
。
。
強
暴
算
①
白
白
欝
一
①
ω
紆
冨
ω
。
ぎ
Φ

　
略
記
〉
目
廻
転
ワ
。
。
①
言
9
■
》
苫
面
一
〈
霧
三
二
9
μ
巴
。
ω
（
略
記
≧
。
劉
舞
ε
9

　
＞
岩
姦
く
⑦
ω
山
①
一
p
院
議
断
Φ
。
ε
同
①
α
Φ
唱
。
一
一
。
①
（
略
記
諺
琴
甥
娼
み
堕
勺
。
＝
8
）
。

　
し
d
間
げ
ぎ
夢
α
ρ
器
p
ロ
日
陶
器
簿
増
暮
ぞ
㊦
α
Φ
ご
中
緯
8
2
器
鳥
。
勺
巴
ω
（
略
記

　
b
づ
凶
σ
一
■
p
α
資
℃
蒜
囲
．
勺
胃
一
。
。
）
。
田
ま
ぎ
夢
α
ρ
器
身
O
o
扇
鉱
同
α
①
℃
p
口
尻
（
略
記

　
国
露
．
O
o
湊
．
憶
p
ユ
。
・
）
．
し
d
3
一
〇
夢
8
器
臣
ω
8
ユ
虐
㊦
α
Φ
一
寸
≦
諸
多
Φ
℃
母
δ

　
（
略
記
国
σ
ゼ
ぼ
。
。
r
＜
三
①
℃
碧
冨
）
’
望
σ
ぎ
爵
。
の
雲
霧
試
。
量
一
。
（
略
記
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パリのパソ価高騰と社会政策（堀井）

　
切
皆
ド
昌
馨
シ

⑪
例
、
〉
容
『
℃
誌
h
．
℃
象
8
∪
》
ω
＄
ゐ
O
ρ
》
目
げ
．
〔
籏
や
ω
①
一
一
δ
コ
衷
・

　
b
Q
鱒
歯
ω
マ

⑫
例
、
〉
邑
ド
源
傘
℃
。
ぎ
。
∪
切
。
。
b
。
？
。
。
・
。
b
。
噛

⑬
例
、
国
げ
｝
』
p
け
．
ら
u
h
お
O
・
餅

⑭
例
、
切
ミ
ミ
ミ
恥
題
N
。
縁
§
執
．
奪
嵩
黛
鳶
ミ
§
ミ
量
u
q
く
国
閑
Ω
H
国
拶

　
q
O
鳶
魯
織
O
嵩
q
O
ミ
憶
N
ミ
馬
織
塁
、
O
叫
9
匙
駄
O
ミ
ぬ
＝
：
§
匿
隷
ミ
ミ
袋
遣
ご
ミ
防
ミ
・

⑮
　
例
、
G
。
ミ
も
畿
§
§
§
§
腎
防
。
ミ
。
§
§
凹
凸
§
博
。
翻
“
♪
刈
く
。
一
ω
層
8
昌
。

　
く
H
（
戸
○
◎
㎝
ド
ー
戸
Q
Q
①
一
）
。
－
℃
P
目
尻
等
一
〇
◎
①
α
．
笥
ミ
軸
ミ
匙
§
織
無
口
気
門
帖
§
自
』
騎
疑
器
ひ
起
§
敬
跨

　
目
偏
ミ
ぎ
、
爵
乳
楠
ミ
恥
月
島
辱
。
翻
ミ
噛
叶
コ
つ
Q
◎
託
り
I
H
Q
Q
Q
Q
O
）
㌔
勺
騨
二
ω
笥
同
。
◎
Q
Q
ω
・
肉
＆
輪
罵
職

　
三
孝
§
畠
賜
霜
賊
§
§
二
塁
犠
馬
田
㌔
憎
帥
凱
Q
。
噛
ド
g
Q
心
れ
（
艶
話
．
㊤
鄭
口
ゆ
①
Y

⑯
例
、
≧
島
己
9
・
ω
Φ
ぎ
。
＜
回
）
恥
㎝
。
。
長
途
g
δ
ぎ
曾
距
繰
簿
歩
一
p
切
¢
ヨ
①

　
P
｝
ρ
O
O
日
一
冨
冨
ω
一
〇
冨
鳥
①
℃
P
自
陣
①
導
O
口
げ
P
δ
噛
①
ロ
ロ
騨
汁
Φ
畠
霞
ド
α
ロ
O
〈
O
ヨ
げ
『
⑦
H
◎
Q
α
Q
◎
・

⑰
O
§
§
叫
恥
亀
§
織
愚
ミ
馬
§
§
ミ
馬
、
ミ
恥
§
へ
誉
と
ミ
§
防
§
§
N
恥
ミ
偽
駄
起
魯
、
ミ
．

．
昏
“
糺
駄
特
a
ミ
ミ
マ
ミ
ミ
恥
馬
N
喬
的
恥
§
馬
・
℃
さ
畠
？
q
ミ
ぴ
ミ
馬
疑
㌔
℃
留
ぴ
嚇
く
貯
。
げ
。
二
噛
H
o
o
㎝
蒔
－

　
日
。
。
零
．

⑱
例
、
国
籔
『
葺
。
。
曾
即
。
σ
q
蒙
お
9
ω
α
象
σ
曾
豊
。
屋
曾
O
。
蕊
。
同
一
罎
慧
Ψ

　
9
喝
巴
鳥
O
一
P
く
篇
δ
鳥
O
℃
㊤
ユ
ρ
　
ミ
O
ミ
鮎
ミ
ミ
．
噛
ミ
四
ご
ミ
鴇
卵
即
昌
頃
①
O
一
〇
Q
窃
ω
噛
や

　
H
O
卜
。
㎝
噛
昌
。
O
‘
H
㎝
ω
O
℃
伸
Φ
日
げ
『
①
μ
Q
g
㎝
ω
．

一

食
糧
危
機
一
八
五
三
～
五
六
年

⑲
O
§
黛
こ
｝
ミ
ミ
ミ
》
N
畠
噛
§
ミ
留
偽
。
慧
ミ
ざ
謎
職
こ
a
O
ミ
馨
§
的
§
§

　
§
ざ
b
ご
。
ミ
§
慨
ミ
帖
♪
§
辱
ミ
恥
器
、
§
風
ミ
噛
ミ
ζ
幅
へ
超
震
、
§
や
巽
“
魯
§
誉
鳶
お
田
・
－

　
勺
㊤
二
〇
〇
℃
O
罫
畠
①
レ
臼
O
q
目
α
q
∬
O
q
。
噛
日
Q
Q
α
①
。

⑳
例
、
≧
。
巨
勺
誌
h
■
勺
。
ぎ
・
u
＞
ω
①
O
血
8
甑
興
G
。
．
い
Φ
簿
話
㎝
α
ω
ω
3
、
冨
a
8

　
餌
口
諸
げ
。
巳
窄
。
コ
α
q
①
屋
α
o
℃
母
♂
層
①
詳
盛
㊤
沖
。
焦
鐸
ω
O
器
喝
仲
。
ヨ
げ
お
H
Q
Q
α
Q
Q
・

⑳
例
（
智
ミ
ミ
周
魯
恥
b
き
ミ
恥
（
回
W
＝
∪
ド
コ
斜
仲
．
　
剛
じ
O
悼
　
同
し
随
H
）
・
裂
毛
§
こ
ミ
§
ミ
黛
ぎ

　
同
0
◎
幽
Q
Q
I
H
Q
Q
『
か
◎
．

⑫
　
頃
｝
d
ω
ω
窓
〉
署
累
（
O
o
o
同
α
Q
o
ω
）
’
ミ
ミ
S
老
い
§
い
び
§
、
o
治
国
§
“
器
ミ
§
ミ
噛
ω

　
〈
o
H
ω
㌔
剛
9
二
ρ
日
○
○
㊤
O
占
Q
o
Φ
ω
■
叶
。
営
o
H
H
い
想
や
　
嵐
O
I
＝
Q
o
霧
喝
や
　
O
Q
膵
ゲ
ω
⑦
9

　
瞑
α
o
っ
Q
Q
O
累
（
諺
幽
艶
9
ロ
α
）
層
卜
禽
G
o
蕊
。
睾
四
ミ
ミ
ご
二
色
馬
掛
ミ
肋
㍉
勺
9
同
♂
℃
H
Q
o
q
9

　
喝
や
お
Φ
…
嵩
ρ
り
q
O
》
匿
勺
（
ソ
幽
ρ
区
一
身
¢
）
－
寒
彩
り
も
論
。
薦
§
駕
恥
．
題
砺
．
、
o
ミ
註
S
窃

　
無
恥
＆
q
龍
　
礼
窺
£
恥
馬
象
　
恥
馬
飾
§
脚
里
馬
ミ
さ
糠
門
口
画
．
い
k
N
疇
肋
第
二
や
　
①
＜
O
一
ψ
－
℃
9
二
匂
。
尋

　
H
o
σ
刈
れ
I
H
o
o
刈
ρ
け
H
H
魑
℃
や
Q
◎
㎝
I
Q
Q
O
O
け
唱
や
刈
ド
ー
。
◎
Q
Q
．

㊧
　
一
〇
困
客
－
ぴ
〉
護
切
国
菊
目
（
諺
レ
”
卜
、
O
薦
§
救
器
職
O
轟
糺
馬
ミ
守
O
ミ
§
N
偽
ミ
皆
ミ
い

　
㍉
瞳
§
鷺
馬
。
－
出
目
甑
ω
魑
ド
o
o
㊤
P
レ
自
O
玄
室
い
（
》
5
P
げ
「
O
一
ω
㊦
）
魑
寅
凡
無
O
ミ
自
存
執
8
萄
ミ
駄
恥
風
馬
馬
黛

　
守
O
N
乱
§
粛
馬
喰
鳶
恥
壽
等
§
罵
馬
㌔
剛
ρ
H
刷
Q
D
層
H
Φ
卜
。
県
O
H
い
ピ
属
（
O
①
コ
O
＜
一
α
ぐ
③
）
「
鵠
題
潮
鴨
§
趣
馬
砺

　
象
ミ
執
、
ミ
ξ
驚
畔
織
a
馬
§
特
、
§
畑
冴
乱
偽
ミ
職
、
貯
織
馬
寒
答
恥
（
一
〇
Q
一
蒔
I
H
Q
Q
刈
①
）
㌔
弓
舘
β

　
伽
騨
O
け
二
一
〇
α
q
『
帥
℃
財
獄
①
o
陰
．

　
A
　
手
煉
り
の
パ
ン
の
頃

　
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
は
、
平
年
作
で
あ
れ
ば
穀
物
を
ほ
ぼ
自
給
自
足
し
て
い
た
。
因
み
に
世
紀
中
葉
十
年
問
の
年
平
均
を
取
れ
ば
、
国
民
の
消

費
用
（
七
、
○
○
○
万
ヘ
ク
ト
リ
．
ッ
ト
ル
）
　
・
播
種
用
・
家
畜
用
な
ど
を
合
計
す
る
と
小
麦
の
生
産
額
（
八
、
一
〇
〇
万
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
）
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に
ほ
ぼ
等
し
く
な
る
。
小
麦
輸
入
量
の
年
平
均
が
輸
出
量
の
年
平
均
を
わ
ず
か
に
上
回
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
こ
の
輸
入
超
過
量
は
金
消

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

費
最
に
比
べ
る
と
殆
ど
無
視
し
て
宜
し
い
（
○
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
。

　
と
は
言
う
も
の
の
、
食
糧
事
情
が
安
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
第
一
に
、
年
毎
に
豊
凶
の
差
が
依
然
と
し
て
大
き
か
っ
た
。
例
え
ば
一
八
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

六
年
（
凶
作
）
と
翌
四
七
年
（
豊
作
）
と
の
小
麦
収
穫
高
の
比
は
、
な
ん
と
一
〇
〇
対
一
六
一
で
あ
る
。
第
二
に
、
供
給
と
消
費
の
状
況
の
地

域
差
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
て
、
壁
に
囲
ま
れ
た
大
き
な
城
の
ご
と
き
百
万
都
帯
パ
リ
の
食
糧
供
給
は
特
に
大
き
い
問
題
で
あ
っ
た
。

　
パ
リ
の
あ
る
セ
ー
ヌ
県
の
消
費
人
口
は
、
そ
れ
ま
で
に
驚
く
べ
き
勢
い
で
伸
び
て
来
て
い
た
。
一
八
○
○
年
か
ら
一
八
五
一
年
ま
で
の
わ
ず

か
半
世
紀
に
、
パ
リ
市
域
内
で
ほ
ぼ
二
倍
（
九
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
増
）
、
　
近
郊
二
区
で
は
サ
ン
・
ド
胃
線
が
五
・
六
倍
、
ソ
！
区
が
三
・
一

　
　
　
　
　
　
　
③

倍
に
増
加
し
て
い
た
。
今
日
世
界
の
大
都
市
の
人
口
密
度
を
比
較
し
て
見
る
と
、
パ
リ
が
断
然
世
界
一
で
あ
る
が
、
こ
の
原
型
が
で
き
上
っ
て

い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
日
当
り
の
悪
い
路
地
露
地
に
ひ
し
め
き
合
う
人
び
と
の
口
を
糊
す
る
た
め
に
、
小
麦
の
供
給
地
は
次
第
に
拡
が
っ
て
は
い
た
が
、
し
か
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

が
ら
そ
の
輸
送
に
は
市
の
紋
章
の
通
り
、
昔
な
が
ら
の
舟
に
多
く
を
頼
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
急
速
な
輸
送
を
期
待
で
き
な
か
っ
た
。
走
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

始
め
て
間
も
な
い
岡
蒸
気
は
、
小
麦
な
ど
と
い
う
嵩
張
っ
て
季
節
格
差
の
大
き
い
商
品
を
多
く
は
運
ん
で
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
セ
ー
ヌ

川
が
凍
る
と
（
例
え
ば
一
八
六
〇
年
の
冬
）
、
た
ち
ま
ち
パ
リ
へ
の
食
糧
供
給
が
と
ま
っ
た
と
い
う
よ
う
な
話
は
、
い
か
に
も
当
時
の
あ
り
さ
ま

を
伝
え
て
い
る
。

　
パ
ン
の
供
給
面
に
も
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
都
の
は
ず
れ
に
工
場
を
戦
え
る
製
粉
業
は
宜
し
い
。
風
車
は
フ
ォ
ー
ブ
ー
ル
・

サ
ン
・
ト
ノ
レ
の
原
に
も
見
ら
れ
た
が
、
た
だ
昔
懐
し
き
も
の
に
な
り
変
り
、
す
で
に
し
て
機
械
が
採
用
さ
れ
、
製
粉
業
は
概
し
て
企
業
規
模

　
　
　
　
　
⑦

が
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
パ
ン
屋
は
概
し
て
小
さ
く
、
主
人
の
他
に
主
婦
と
子
供
も
家
業
を
手
伝
い
、
数
人
の
職
人
と
見
習
を
置
い

て
、
粉
の
手
煉
り
か
ら
パ
ン
焼
、
小
売
り
ま
で
金
々
や
っ
て
い
た
。
雇
人
は
平
均
五
人
で
、
一
〇
人
を
超
え
る
企
業
は
六
〇
一
軒
中
わ
ず
か
一

　
　
　
　
　
⑧

七
軒
に
過
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
コ
ス
ト
引
下
げ
の
た
め
に
大
企
業
を
育
成
し
よ
う
と
い
う
論
が
行
政
当
局
内
で
も
聞
か
れ
る
程
で
あ
っ
た
。
パ
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パリのパソ価高騰と社会政策（堀井）

り
の
パ
ン
屋
は
今
シ
ピ
ヨ
ン
辻
公
園
の
陶
製
画
に
見
ら
れ
る
通
り
の
家
内
工
業
で
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
製
造
と
販
売
が
分
離
し
た
今
日
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

な
お
、
パ
ン
製
造
の
労
働
の
辛
さ
を
窺
い
知
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
言
い
ま
わ
し
が
残
っ
て
い
る
。

　
し
か
も
そ
の
上
も
っ
と
重
要
な
こ
と
に
は
、
小
麦
粉
の
取
引
関
係
を
調
べ
る
と
、
三
分
の
二
の
多
数
に
の
ぼ
る
パ
ン
屋
が
原
料
の
売
手
の
製

粉
業
巻
に
事
実
上
隷
属
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
小
麦
粉
の
「
焼
き
高
取
引
墨
賃
。
ま
帥
。
三
ω
ω
8
」
と
い
う
慣
習
に
よ
っ
て
、
パ
ン
屋
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

あ
た
か
も
問
屋
に
支
配
さ
れ
て
い
る
職
人
た
ち
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
ら
、
有
時
の
際
、
手
許
に
原
料
の
粉
が
充
分
蓄
え
ら
れ
て
あ
る
筈
が
な
か

っ
た
。

　
凶
作
に
よ
っ
て
お
び
た
だ
し
い
餓
死
者
が
横
た
わ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
最
近
の
人
口
学
の
発
達
が
明
ら
か
に
し
た
通
り
遠
く
ア
ン
シ

ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
下
で
終
り
を
告
げ
て
い
た
。
が
、
右
の
よ
う
な
状
況
に
よ
っ
て
、
不
作
は
パ
リ
の
パ
ン
不
足
・
パ
ン
価
高
騰
を
当
然
惹
き
起

こ
し
得
た
の
で
あ
る
。

　
B
　
危
機
の
到
来

　
五
年
間
の
豊
穰
を
喜
び
合
っ
た
後
に
、
大
凶
作
が
や
っ
て
来
た
。
一
八
五
三
年
の
小
麦
生
産
量
（
四
七
億
八
○
○
○
万
キ
ロ
）
は
、
前
年
ま

で
の
一
〇
年
間
の
年
平
均
の
七
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
翌
年
か
ら
の
一
〇
年
間
の
年
平
均
の
六
六
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
に
し
か
当
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

同
じ
よ
う
な
計
算
を
す
る
と
、
二
月
革
命
に
関
連
し
た
あ
の
著
名
な
一
八
四
六
年
の
不
作
よ
り
も
ず
っ
と
深
刻
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と

に
か
く
全
消
費
量
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
確
実
に
不
足
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
不
足
分
を
輸
入
に
頼
ろ
う
と
政
府
は
「
の
べ
四
千
隻
の
船
の
入
港
が
必
要
で
あ
る
」
と
卓
上
の
計
算
を
し
て
い
た
。
が
、
実
際
は
折
悪
し
く

二
つ
の
悪
条
件
が
輸
入
を
妨
げ
た
。
一
つ
は
、
五
年
間
の
豊
作
・
小
麦
輸
出
の
後
だ
け
に
、
輸
入
の
た
め
の
買
付
な
ど
が
す
ぐ
軌
道
に
乗
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

い
ば
か
り
か
、
そ
の
間
に
外
国
小
麦
の
価
格
と
運
賃
が
大
幅
に
騰
貴
し
て
い
た
。
第
二
の
悪
条
件
と
い
う
の
は
、
東
方
聞
題
が
急
を
告
げ
て
い

て
南
ロ
シ
ア
（
オ
デ
ッ
サ
）
か
ら
の
小
麦
輸
入
が
殆
ど
で
き
な
く
な
り
始
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
頃
の
一
〇
年
間
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

小
麦
の
全
輸
入
量
の
二
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
は
ロ
シ
ア
に
頼
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
　
一
入
五
三
年
の
夏
か
ら
も
う
フ
ラ
ン
ス
で
は
重
篤
開
戦
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パリ市場の小麦価格
　（100リットノレ）
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12　月

　
　
　
　
　
⑮

の
気
配
で
あ
り
、
翌
年
か
ら
二
年

間
ク
リ
ミ
ア
戦
争
が
続
い
た
。
こ

の
戦
雲
が
た
れ
こ
め
て
い
な
け
れ

ば
、
過
去
の
数
例
が
示
し
て
い
る

よ
う
に
、
圏
作
の
年
か
ら
翌
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

か
け
て
1
翌
年
の
方
が
む
し
ろ

i
輸
入
は
急
速
に
伸
び
た
筈
で

あ
る
が
、
一
八
五
三
年
と
一
八
五

四
年
と
比
べ
て
殆
ど
伸
び
て
い
な

い
。
そ
の
上
一
八
五
五
年
の
作
柄

も
悪
く
て
輸
入
の
必
要
が
更
に
感

ぜ
ら
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
講
和
条

約
（
一
八
五
六
年
三
月
三
〇
日
）

が
結
ば
れ
た
後
に
な
ら
な
い
と
輸

入
董
が
充
分
に
伸
び
切
っ
て
い
な

％
つ
ま
り
・
国
際
間
の
風
雲
も

ま
た
こ
の
時
期
の
食
糧
問
題
に
暗

い
か
げ
り
を
落
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
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パリのパン価高騰と社会政策（堀井）

　
小
麦
ば
か
り
で
な
く
じ
ゃ
が
い
も
の
不
作
が
続
い
て
い
た
。
忍
野
を
防
ぐ
も
の
と
し
て
一
八
世
紀
の
末
か
ら
作
付
が
増
加
し
て
い
た
こ
の
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

物
は
、
一
八
四
五
一
四
六
年
に
は
凶
作
で
、
そ
の
こ
と
が
小
麦
の
不
作
と
相
ま
っ
て
二
月
革
命
の
遠
因
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
一

時
回
復
し
た
か
に
見
え
た
が
、
再
び
生
産
が
低
下
し
、
五
年
間
（
一
八
五
〇
1
五
四
）
の
作
柄
は
い
ず
れ
も
問
題
の
一
八
四
五
i
四
六
年
の
生

　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

産
量
さ
え
も
下
回
っ
た
。
今
日
で
さ
え
も
安
い
食
堂
や
貧
し
い
家
庭
で
は
、
揚
げ
た
じ
ゃ
が
い
も
を
多
く
し
て
必
要
カ
ロ
リ
ー
を
充
た
す
場
合

が
あ
る
お
国
柄
で
あ
る
が
、
そ
の
不
作
が
続
い
た
限
り
そ
の
よ
う
に
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
悪
条
件
が
重
な
っ
て
、
騰
貴
は
一
八
五
三
年
の
夏
か
ら
始
ま
っ
た
。
　
「
モ
ニ
ト
ゥ
ー
ル
」
紙
が
時
折
掲
げ
る
表
に
よ
っ
て
パ
リ
の
小
麦
取
引

所
の
価
格
を
た
ど
れ
ば
、
春
五
月
ま
で
一
八
－
一
九
フ
ラ
ン
（
一
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
当
り
）
で
あ
っ
た
も
の
が
、
収
穫
期
の
六
月
か
ら
上
り
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
、
暮
一
二
月
に
は
二
倍
近
い
三
四
フ
ラ
ン
に
達
し
、
な
お
続
騰
の
勢
を
示
し
て
い
た
。
パ
リ
の
パ
ン
価
も
ま
た
、
小
麦
価
格
の
後
を
追
っ

て
六
月
ま
で
三
〇
サ
ン
チ
ー
ム
（
第
一
等
級
の
パ
ン
ー
キ
舜
当
り
）
で
あ
っ
た
も
の
が
、
七
月
半
ば
か
ら
騰
貴
し
始
め
、
一
二
月
か
ら
翌
年
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

月
頃
に
は
こ
れ
も
二
倍
の
六
〇
サ
ン
チ
ー
ム
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
た
。

　
C
　
社
会
　
不
安

　
こ
こ
で
こ
の
よ
う
な
パ
ン
価
高
騰
が
ど
の
程
度
職
人
・
労
働
老
の
生
活
に
響
い
た
か
を
試
算
す
る
。
日
給
ニ
フ
ラ
ン
で
妻
一
人
子
一
人
を
持

っ
て
い
る
も
の
と
す
る
。
も
し
一
家
三
人
が
さ
ほ
ど
大
食
で
は
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
パ
ン
の
た
め
の
支
出
が
賃
金
全
体
に
対
し
て
占
め
る
割

合
は
騰
貴
前
の
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
騰
貴
後
の
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
る
こ
と
に
な
り
、
も
し
三
人
が
や
や
食
べ
る
方
だ
と
す
れ
ば
三
ニ
パ

ー
セ
ン
ト
か
ら
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
が
る
こ
と
に
な
る
。
前
述
の
よ
う
に
じ
ゃ
が
い
も
不
足
で
あ
る
限
り
、
高
騰
し
た
パ
ン
の
代
り
に
同
じ

支
出
で
飢
え
を
軽
く
す
る
食
品
は
ま
ず
な
い
か
ら
、
こ
の
支
出
は
避
け
ら
れ
な
い
筈
で
あ
っ
た
。

　
か
ね
て
か
ら
1
少
な
く
と
も
六
〇
年
前
の
大
革
命
以
後
か
ら
1
為
政
者
は
こ
の
よ
う
な
場
合
に
民
衆
が
生
活
不
安
か
ら
動
揺
し
は
し
ま

い
か
と
虞
れ
て
い
た
。
今
日
パ
リ
古
文
書
館
（
旧
称
セ
ー
ヌ
県
古
文
書
館
）
で
「
パ
ン
価
が
一
キ
ロ
三
七
・
五
サ
ン
チ
ー
ム
（
あ
る
い
は
四
五

サ
ン
チ
ー
ム
）
を
越
せ
ば
、
職
人
・
労
働
老
に
援
助
の
手
を
差
し
の
べ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
趣
旨
の
行
政
通
牒
の
数
々
を
見
つ
け
る
こ
と
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は
さ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
な
や
天
五
三
年
些
一
更
ば
・
過
ぎ
し
二
月
革
命
前
夜
に
起
こ
っ
た
小
麦
舟
掠
奪
や
霧
で
の
騒
擾
な
ど
が
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

だ
人
び
と
の
記
憶
に
新
た
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
の
八
月
末
に
パ
ン
価
は
、
都
知
事
オ
ス
マ
ン
も
危
険
信
号
と
考
え
た
四
〇
サ
ン
チ
ー
ム
を

突
き
切
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
ま
た
で
は
案
の
定
の
事
が
起
こ
り
始
め
た
。
家
具
職
人
の
町
で
大
革
命
中
の
運
動
で
名
高
い
フ
ォ
ー
ブ
ー
ル
・
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ン
タ
ン
ト
ワ
：
ヌ
通
り
で
早
く
も
パ
ン
騒
動
が
持
ち
上
が
っ
た
。
時
を
遷
さ
ず
手
を
打
た
ね
ば
な
る
ま
い
。
さ
も
な
く
ば
政
治
の
危
機
で
あ
る
。
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①
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ミ
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ミ
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ら
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ρ
℃
℃
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占
伊

④
パ
リ
へ
の
小
麦
ま
た
は
小
麦
粉
の
供
給
県
は
、
重
要
さ
の
順
に
、
セ
ー
ヌ
・
エ
・

　
オ
ワ
ー
ズ
県
、
　
ユ
ー
ル
・
エ
・
ロ
ワ
ル
県
、
セ
ー
ヌ
・
エ
・
マ
ル
ヌ
県
、
セ
ー
ヌ

　
県
、
そ
の
他
一
〇
ぐ
ら
い
の
県
。

⑤
パ
リ
市
の
紋
章
は
「
た
ゆ
た
え
ど
も
沈
ま
ぬ
」
船
で
あ
り
、
市
の
中
心
（
現
在

　
の
布
庁
の
場
所
）
に
は
か
っ
て
水
運
業
組
合
の
建
物
が
あ
っ
た
。
現
在
で
も
セ
ー

　
ヌ
の
水
運
に
負
う
と
こ
ろ
は
大
き
い
。

⑥
こ
の
点
は
、
第
二
帝
政
下
の
鉄
道
事
業
も
研
究
さ
れ
た
ル
イ
・
ジ
ラ
ー
ル
教
授

　
か
ら
指
摘
し
て
も
ら
っ
た
。
な
お
、
小
麦
、
少
麦
粉
が
全
く
鉄
道
輪
送
さ
れ
な
か

　
つ
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
警
視
庁
が
定
め
た
鉄
道
運
賃
表
の
中
に
、
小
菱
や
小

　
麦
粉
の
運
賃
が
載
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
》
周
賦
。
ぎ
昌
鳥
。
一
、
○
乙
。
彰
き
。
㊦

　
畠
Φ
℃
。
一
ざ
①
曇
り
一
巳
鄭
一
。
。
認
（
O
唾
、
§
§
§
§
恥
ミ
ミ
ミ
“
恥
駄
§
§
恥
§
》
慧
馬

　
§
博
。
ミ
0
3
き
瓢
①
戸
。
。
認
’
℃
．
謡
ω
）
・
な
お
鉄
道
輸
送
量
を
は
じ
き
出
す
こ
と
は

　
不
可
能
で
あ
る
。

⑦
製
粉
業
者
の
あ
る
も
の
は
、
ダ
ル
プ
レ
イ
屋
鼠
駐
。
ロ
∪
舘
望
超
の
よ
う
に
、

　
数
百
軒
の
パ
ソ
屋
の
小
麦
粉
需
要
を
優
に
充
た
し
て
い
る
程
大
規
模
で
、
ダ
ル
ブ

　
レ
イ
の
当
主
は
、
国
会
議
員
に
選
ば
れ
て
い
た
。

⑧
↓
悶
メ
濁
斑
（
国
．
）
層
冒
ミ
§
蜘
§
穿
憤
鏑
叶
H
目
㌔
国
語
藁
。
。
q
。
。
魑
℃
』
①
。
。
圏
勘
㍗

　
“
蕾
§
富
恥
動
ミ
ミ
喧
§
恥
ミ
掴
募
ミ
ミ
恥
ミ
蕊
』
．
＜
H
（
ド
。
◎
亀
目
①
）
讐
や
①
・
。
ρ

⑨
パ
リ
の
人
た
ち
は
、
非
常
に
困
っ
て
い
る
時
「
わ
た
し
は
煉
り
粉
お
け
の
中
に

　
い
る
」
一
〇
鐙
冨
山
窪
ω
♂
℃
勲
ニ
コ
．
と
い
い
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
察
が

　
た
く
さ
ん
あ
る
時
に
は
、
　
「
板
金
の
上
に
パ
ソ
を
の
せ
て
い
る
」
㎏
．
巴
α
ロ
℃
麟
貯

　
ω
霞
訂
甘
雪
。
冨
，
と
誓
う
。
粉
を
ね
る
作
業
は
重
労
働
で
あ
っ
て
、
当
晴
機
械

　
の
普
及
率
は
低
か
っ
た
（
ミ
ミ
鼠
蕊
詮
ミ
ミ
8
ミ
特
§
簑
畿
§
剛
℃
．
器
Y

⑩
製
粉
業
者
と
パ
ソ
屋
の
間
に
、
小
麦
粉
の
焼
き
高
取
引
と
い
う
方
法
が
広
く
行

　
な
わ
れ
て
い
た
。
製
粉
業
者
は
、
半
月
毎
ま
た
は
一
ケ
月
毎
に
、
顧
客
の
パ
ソ
量

　
が
パ
ソ
を
焼
く
分
量
に
応
じ
た
だ
け
の
粉
を
配
達
す
る
。
こ
の
時
、
粉
一
袋
い
く

　
ら
と
い
う
風
に
取
引
す
る
の
で
は
な
い
。
ま
ず
、
配
達
し
た
小
麦
粉
の
量
か
ら
、

　
製
造
さ
れ
る
筈
の
パ
ソ
の
量
が
あ
る
定
式
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
る
。
次
に
、
そ
の

　
パ
ソ
は
全
量
販
売
さ
れ
る
筈
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
の
公
定
販
売
価
格
に
パ
ソ
の

　
量
を
乗
じ
て
、
パ
ソ
屋
の
現
金
収
入
が
計
算
さ
れ
る
。
最
後
に
、
こ
の
パ
ソ
屋
の

　
現
金
収
入
額
の
中
、
バ
ソ
量
の
手
に
小
麦
粉
一
袋
に
つ
き
一
定
の
歩
合
金
だ
け
が

　
残
さ
れ
て
、
他
は
す
べ
て
製
粉
業
者
に
支
払
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
が
焼
き

　
高
取
引
で
あ
る
。
こ
の
取
引
方
法
で
は
、
パ
ソ
屋
は
｝
定
の
歩
合
金
を
も
ら
っ
て

　
製
粉
屋
の
粉
を
売
り
さ
ば
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
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一
八
五
三
年
　
○
月
　
日
。
…
…
わ
が
国
は
ま
ち
が
い
な
く
戦
争
状
態
に
入
つ

・
て
い
る
。
軍
隊
で
は
帰
休
が
お
預
け
に
な
り
、
休
暇
中
の
将
校
た
ち
は
召
集
さ
れ

　
て
い
る
。
」

⑬
　
一
九
世
紀
前
半
の
例
で
言
え
ば
、
凶
作
の
翌
年
の
一
八
一
七
年
、
｝
八
二
八
年
、

　
一
八
四
〇
年
、
　
一
八
四
七
年
の
輸
入
額
が
非
常
に
大
き
い
。
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フ
参
照
。
な
お
、
一
八
五
三
年
二
月
宋
の
価
格
は
、
パ
リ
市
場
が
例
外
的
に
高
く

　
二
三
フ
ラ
ン
三
三
な
の
で
、
パ
リ
を
含
む
地
域
の
平
均
価
格
　
八
フ
ラ
ソ
ニ
七
を

　
も
グ
ラ
フ
上
に
記
し
た
（
グ
ラ
フ
上
の
×
印
）
。

⑳
　
パ
ソ
の
原
価
に
つ
い
て
は
、
警
視
庁
が
小
麦
粉
の
時
価
か
ら
公
式
（
実
験
に
裏

　
づ
け
ら
れ
た
公
式
）
に
従
っ
て
半
月
毎
に
算
定
し
て
い
た
。
こ
の
原
価
を
見
る
に
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目
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か
つ
て
バ
リ
ケ
ー
ド
が
築
か
れ
た
こ
の
街
々
に
騒
ぎ
が
始
ま
る
頃
に
は
、
政
府
お
よ
び
パ
リ
の
当
局
に
よ
っ
て
す
で
に
策
が
施
さ
れ
た
り
、

ま
た
は
案
が
練
り
始
め
ら
れ
て
い
た
。
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『

　
第
一
に
食
糧
の
輸
入
を
促
進
す
る
諸
策
で
あ
る
。
こ
の
農
業
国
は
、
自
国
の
農
業
と
海
運
業
と
を
保
護
す
る
た
め
に
数
々
の
制
限
を
加
え
て

来
た
が
、
　
こ
の
際
止
む
を
得
ず
そ
れ
を
一
時
解
こ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
七
月
二
〇
日
一
1
小
麦
、
　
パ
ン
と
も
に
騰
貴
に
転
じ
始
め
た
直
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

－
、
英
領
植
民
地
か
ら
の
食
糧
輸
入
制
限
の
撤
廃
。
八
月
三
日
、
外
国
船
に
よ
る
食
糧
輸
入
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
て
い
た
航
行
欝
欝
×
①
像
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

昌
㊤
〈
お
ρ
獣
8
の
微
集
を
一
時
取
り
や
め
る
措
置
。
八
月
一
八
日
、
小
変
な
ど
六
種
目
食
糧
品
に
か
か
っ
て
い
た
輸
入
税
臼
。
詳
α
、
。
葺
富
①
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

減
額
措
置
。
同
日
、
こ
れ
ら
の
食
料
品
を
積
載
し
た
船
に
は
ト
ン
税
臼
。
詳
島
Φ
8
自
ρ
σ
q
o
を
免
ず
る
措
置
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
第
二
に
食
糧
の
国
内
輸
送
を
促
進
す
る
諸
書
で
あ
る
。
九
月
二
日
、
小
麦
、
小
麦
粉
、
じ
ゃ
が
い
も
の
鉄
道
運
賃
を
引
き
下
げ
さ
せ
る
措
置
。

同
月
五
日
、
小
麦
な
ど
の
食
糧
最
を
積
載
し
て
河
川
や
運
河
を
航
行
す
る
舟
に
は
、
国
内
航
行
税
紆
。
詳
α
。
舜
く
一
α
q
ρ
瓢
8
坤
算
⑩
瓢
①
自
①
を
免

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ず
る
措
置
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
ま
た
八
月
三
十
一
日
、
特
に
パ
リ
の
警
視
総
監
は
、
市
内
の
市
場
ヨ
霞
。
叡
ω
で
販
売
す
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
市
お
よ
び
近
郊
の
パ
ン
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
、
通
常
よ
り
多
量
の
パ
ン
を
持
ち
運
ん
で
売
る
こ
と
を
奨
励
し
、
協
力
者
に
は
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
い
う
よ
う
な
策
も
取
っ
た
。

　
第
三
に
、
市
当
局
は
下
層
民
衆
の
食
生
活
を
直
接
安
定
さ
せ
る
た
め
に
パ
ン
引
換
券
げ
。
昌
曾
℃
巴
P
b
d
8
山
Φ
娼
鉱
郎
を
発
行
す
る
こ
と

を
計
画
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
市
が
貧
し
い
人
び
と
を
登
録
さ
せ
、
券
を
無
料
で
配
布
し
、
人
び
と
は
そ
れ
を
パ
ン
屋
に
渡
し
て
パ
ン
を
得
る
。

パ
ソ
屋
が
回
収
し
た
券
の
額
を
市
当
局
が
パ
ン
屋
に
支
払
う
と
い
う
方
策
で
あ
る
。
こ
の
パ
ン
引
換
券
発
行
策
は
、
過
去
の
危
機
に
何
回
か
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

な
対
策
と
し
て
取
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
今
回
は
警
視
総
監
ピ
エ
ト
リ
な
ど
が
こ
の
方
策
を
推
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
第
四
に
、
パ
ン
の
販
売
価
格
を
公
定
と
し
て
そ
れ
を
強
引
に
低
く
維
持
す
る
方
法
で
あ
る
。

　
パ
リ
に
お
け
る
パ
ン
の
公
定
価
格
綱
田
図
暮
δ
昌
α
ロ
娼
巴
口
の
歴
史
は
古
く
曲
折
が
あ
る
が
、
一
八
五
三
年
現
在
で
は
、
三
〇
年
前
の
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

二
三
年
六
月
に
改
定
さ
れ
た
方
法
に
よ
っ
て
、
以
来
半
月
毎
に
警
視
庁
が
公
示
し
続
け
て
来
て
い
た
。
こ
の
公
定
価
格
寅
x
①
に
は
定
め
ら
れ

た
算
出
方
法
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
大
ま
か
に
述
べ
る
と
、
パ
リ
の
取
引
所
に
お
け
る
小
酌
粉
の
価
格
を
基
礎
と
し
て
そ
れ
に
パ
ン
焼
の
燃
料
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

や
一
定
の
利
潤
な
ど
を
加
寒
し
、
粉
が
パ
ン
に
な
る
公
定
比
率
に
よ
っ
て
店
頭
に
お
け
る
原
価
を
は
じ
き
出
し
て
い
た
。
そ
し
て
平
常
は
こ
の
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パリのパソ価高騰と社会政策（堀井）

原
価
を
そ
の
ま
ま
公
定
価
格
と
し
て
い
た
。
一
八
五
三
年
に
も
危
機
の
ほ
ん
の
開
始
期
ま
で
は
、
警
視
庁
は
、
小
麦
価
格
の
上
下
に
ほ
ぼ
平
行

さ
せ
て
機
械
的
に
パ
ン
の
公
定
価
格
を
上
下
さ
せ
て
来
た
。
そ
し
て
七
月
後
半
・
八
月
と
公
定
価
格
も
一
キ
ロ
四
〇
サ
ン
チ
ー
ム
ー
社
会
不

安
を
知
ら
せ
る
あ
の
危
険
信
号
一
ま
で
来
て
い
た
（
グ
ラ
フ
「
パ
リ
の
パ
ン
価
格
偏
参
照
）
。

　
そ
れ
が
八
月
三
一
日
の
総
監
令
で
は
、
さ
ら
に
小
麦
価
格
が
騰
貴
し
た
事
実
を
全
く
無
視
し
て
、
「
一
キ
ロ
四
〇
サ
ン
チ
ー
ム
を
維
持
す
る
」

　
　
　
　
　
　
⑬

旨
が
公
示
さ
れ
た
。
以
後
、
パ
ン
の
公
定
価
格
は
原
料
の
小
麦
粉
の
取
引
価
格
に
よ
っ
て
変
動
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
経
済
原
則
外
の
権
力

で
強
制
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
こ
の
八
月
三
一
日
の
警
視
総
監
令
は
、
都
知
事
オ
ス
マ
ン
の
了
解
の
み
な
ら
ず
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
お
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

び
国
家
参
事
院
の
指
示
の
下
に
な
さ
れ
た
も
の
t
二
、
三
の
史
料
か
ら
推
定
さ
れ
る
一
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
も
ま
た
食
糧
危
機
対
処
が

一
市
政
の
問
題
に
留
ま
ら
ず
帝
政
自
身
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

　
8
　
パ
ン
引
換
券
発
行
か
公
定
価
格
維
持
か

　
右
の
四
つ
の
愚
策
は
そ
れ
ぞ
れ
、
実
施
の
際
に
伴
う
困
難
や
期
待
さ
れ
る
効
果
が
一
様
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
第
一
の
策
と
第
二

の
策
は
、
要
す
る
に
食
糧
品
の
輸
入
、
供
給
を
い
く
ら
か
は
促
進
刺
戟
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
ど
の
程
度
民
生
の
安
定
に
資
す
る
も
の
か
や
や

心
許
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
半
面
、
国
家
ま
た
は
市
当
局
が
歳
入
の
多
少
の
減
少
を
忍
べ
ば
割
合
簡
単
に
継
続
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
も
の
で
あ
っ
た
。
事
実
ま
た
継
続
実
施
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
三
（
パ
ン
引
換
券
の
発
行
）
と
第
四
（
公
定
価
格
制
の
維

持
）
と
は
、
パ
ン
価
高
騰
に
直
接
対
処
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
継
続
実
施
す
る
と
な
れ
ば
次
の
よ
う
な
問
題
が
起
こ
っ
て
く
る
。

　
ま
ず
、
パ
ン
引
換
券
の
発
行
で
は
、
券
発
行
額
分
だ
け
が
市
の
支
出
に
な
る
か
ら
、
そ
の
財
源
捻
出
が
焦
眉
の
急
の
問
題
と
な
る
。
当
時
、

仮
に
半
数
の
人
び
と
に
キ
ロ
当
り
一
〇
サ
ン
チ
ー
ム
だ
け
安
く
パ
ン
を
食
べ
て
も
ら
お
う
と
そ
の
割
合
で
引
換
券
を
発
行
す
る
と
す
れ
ば
、
年

間
お
よ
そ
一
〇
〇
〇
万
フ
ラ
ン
に
上
る
巨
額
の
支
出
が
予
想
さ
れ
た
。
事
実
ま
た
、
一
八
四
六
一
四
七
年
に
か
け
て
パ
ン
引
換
券
を
発
行
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

た
際
、
パ
リ
市
は
そ
の
た
め
に
八
八
三
万
フ
ラ
ン
（
事
務
・
人
件
費
を
含
ま
な
い
支
出
額
）
の
大
出
費
に
あ
え
い
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
当
時
の

市
予
算
の
全
額
が
そ
の
七
倍
を
越
え
て
は
い
な
か
っ
た
く
ら
い
で
あ
る
か
ら
、
も
っ
て
財
源
捻
出
の
困
難
が
推
測
さ
れ
る
。
引
換
券
発
行
策
の
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成
否
は
財
源
捻
出
の
成
否
に
か
か
っ
て
い
た
。

　
他
方
、
公
定
価
格
制
で
は
、
小
麦
の
高
騰
か
ら
来
る
高
い
原
価
を
無
視
し
て
低
い
販
売
価
格
を
パ
ン
屋
に
強
制
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
パ
ン

屋
は
損
を
承
知
で
売
る
か
ま
た
は
量
目
を
ご
ま
か
し
て
損
を
避
け
る
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
九
月
の
原
価
は
、
キ
ロ
当
り
四
五
サ
ン

チ
ー
ム
で
あ
る
と
算
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
八
月
三
一
日
発
令
の
公
定
価
格
四
〇
サ
ン
チ
ー
ム
で
売
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
パ
ン
屋
は

キ
ロ
当
り
五
サ
ン
チ
…
ム
の
損
（
つ
ま
り
市
域
内
の
普
通
の
パ
ン
屋
一
軒
は
一
日
に
三
五
フ
ラ
ン
余
り
の
損
）
と
な
り
、
特
別
財
力
の
あ
る
も

の
で
な
い
限
り
パ
ン
屋
は
店
を
閉
め
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
勘
定
で
あ
る
。
事
実
ま
た
組
合
幹
事
ω
《
p
臼
8
は
、
先
の
公
定
価
格
維
持
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

発
令
さ
れ
る
と
二
週
間
を
出
ず
し
て
警
視
総
監
に
そ
の
旨
を
訴
え
出
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
政
策
の
帰
趨
は
こ
う
で
あ
る
。
パ
ン
引
換
券
発
行
の
財
源
が
捻
出
で
き
れ
ば
そ
れ
が
社
会
危
機
克
服
の
切
札
と
し
て
今
度
も
出
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
パ
ン
屋
を
損
か
ら
救
う
何
ら
か
の
方
法
が
見
つ
か
れ
ば
公
定
価
格
制
を
強
力
に
維
持
し
て
行
け
る
で
あ
ろ
う
。
九
月
初

旬
か
ら
行
政
妾
局
は
こ
う
い
う
岐
路
に
立
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
跨
⑦
仙
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採
用

パリのパソ価高騰と社会政策（堀井）

　
A
　
パ
ン
屋
の
損
失
を
補
う
諸
方
式

　
パ
ン
の
公
定
価
格
制
が
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
た
の
は
第
一
統
領
の
時
代
で
あ
り
、
一
八
五
三
年
ま
で
半
世
紀
の
経
験
が
積
ま
れ
て
い
た
。

そ
し
て
そ
の
間
に
起
っ
た
危
機
の
時
に
も
、
高
騰
し
た
原
価
を
無
視
し
て
低
い
販
売
価
格
を
強
制
し
た
こ
と
が
何
度
か
あ
る
。
そ
の
際
、
行
政

当
局
は
パ
ン
屋
の
損
失
を
補
償
す
る
の
に
次
の
方
式
を
取
っ
た
。
一
つ
は
、
豊
穣
で
小
麦
が
安
い
年
々
に
パ
ン
の
公
定
価
格
を
わ
ざ
と
原
価
よ

り
高
く
据
え
置
い
て
予
め
パ
ン
屋
に
儲
け
さ
せ
て
置
く
。
そ
の
代
償
と
し
て
危
機
の
際
の
損
失
を
辛
抱
さ
せ
よ
う
と
す
る
方
式
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、
市
当
局
が
支
出
し
て
パ
ン
屋
の
損
失
を
直
接
補
償
す
る
方
式
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
愚
老
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
一
八
○
八
一
一

〇
年
に
実
施
さ
れ
た
が
、
実
際
上
パ
ン
屋
は
、
得
た
利
潤
を
消
費
や
投
資
に
ま
わ
し
て
し
ま
っ
て
、
い
ざ
一
八
一
一
年
の
パ
ン
価
高
騰
を
迎
え

た
時
に
は
た
だ
狼
狽
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
後
者
は
、
「
八
一
七
年
に
実
施
さ
れ
た
が
、
補
償
の
た
め
の
市
当
局
の
支
出
が
大
き
く
、
財
政
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

危
う
く
す
る
程
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
低
い
公
定
価
格
を
維
持
す
る
に
し
て
も
、
今
度
こ
そ
は
こ
れ
ら
前
二
車
の
轍
を
踏
む
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
別
の
方
式
、
相
殺
方
式
ー
ー
パ
ン
屋
の
損
は
公
的
機
関
か
ら
の
貸
与
で
埋
め
ら
れ
る
ー
ー
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　
相
殺
方
式
が
出
で
来
た
っ
た
源
泉
に
つ
い
て
は
、
四
つ
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
年
代
順
に
挙
げ
れ
ば
、
第
一
に
、
一
八
一
〇
年
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
一
世
が
内
務
大
臣
モ
ン
タ
リ
ヴ
ェ
に
命
じ
て
提
出
さ
れ
た
計
画
は
、
そ
の
後
不
幸
に
し
て
実
施
の
時
を
得
ず
、
結
局
机
上
プ
ラ
ン
に
終
っ
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コた
と
は
雷
え
、
公
的
機
関
に
よ
っ
て
実
施
せ
ら
れ
る
べ
き
相
殺
方
式
と
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
筆
者
が
警
視
庁
の
片
隅
の
文
書
箱
に
見
つ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
内
相
書
簡
と
総
監
の
詳
細
な
計
画
書
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
第
二
に
、
ブ
ル
ボ
ン
王
政
復
古
下
の
凶
年
に
や
は
り
低
い
公
定
価
格
が
強
制
さ
れ
て
パ
ン
屋
の
損
失
を
補
償
す
る
た
め
に
財
源
を
探
し
て
い

た
。
こ
の
財
源
の
捻
出
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
や
は
り
小
麦
の
安
い
時
に
パ
ン
の
公
定
価
格
を
比
較
的
高
く
維
持
し
て
パ
ン
屋
の
得
た
利
益
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

公
庫
に
納
入
さ
せ
る
こ
と
を
法
制
化
し
た
こ
と
が
あ
る
。
結
局
こ
の
財
源
捻
出
法
は
実
際
に
殆
ど
行
わ
れ
ず
に
終
っ
た
が
、
同
じ
く
相
殺
方
式

の
先
駆
に
数
え
ら
れ
る
。

　
第
三
に
、
七
月
王
政
下
、
ボ
ル
ド
ー
を
南
東
に
遠
ざ
か
る
小
さ
な
町
ネ
ラ
ッ
ク
客
曾
㊤
。
で
の
こ
と
で
あ
る
。
市
長
モ
ヴ
ザ
ン
竃
窪
く
Φ
N
ぎ

は
、
か
つ
て
小
麦
の
製
粉
・
卸
売
業
で
あ
っ
て
、
昔
の
顧
客
で
あ
る
パ
ン
屋
を
指
導
し
て
パ
ン
を
常
に
ほ
ど
よ
い
値
で
売
ら
せ
、
そ
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

相
殺
方
式
を
用
い
て
い
た
。
こ
れ
は
、
人
口
一
万
前
後
（
郡
全
体
の
人
口
よ
り
推
定
）
の
小
さ
い
町
で
の
こ
と
な
が
ら
、
成
功
例
で
あ
る
。

　
第
四
に
、
今
際
の
危
機
開
始
期
、
一
八
五
三
年
九
月
一
三
日
、
パ
ン
製
造
販
売
業
組
合
の
幹
事
自
身
か
ら
、
相
殺
方
式
の
案
が
警
視
総
監
に

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
幹
事
た
ち
の
考
え
方
は
、
公
定
価
格
維
持
に
よ
っ
て
損
を
し
か
ね
な
い
彼
ら
自
身
の
切
実
な
体
験
か
ら
自
然
に
に
じ
み

出
た
も
の
で
あ
る
か
、
先
の
第
一
か
ら
第
三
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
源
泉
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
は
フ
ル
ー
リ
教
授
の
助
言
の
よ
う
に

都
知
事
オ
ス
マ
ン
の
教
唆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
結
局
筆
者
は
つ
ま
び
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
と
に
か
く

右
の
案
は
、
行
政
当
局
が
相
殺
方
式
へ
と
動
き
か
け
て
い
た
頃
に
出
た
も
の
で
、
し
か
も
当
事
老
パ
ン
屋
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
だ
け
に
注

目
さ
れ
る
。

　
右
の
四
つ
の
源
泉
を
検
討
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
一
八
五
三
年
九
月
初
旬
現
在
、
パ
リ
に
つ
い
て
は
相
殺
方
式
が
計
画
案
と
し
て
留
ま
っ
て

い
た
だ
け
で
、
実
際
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
は
田
舎
の
町
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
B
　
オ
ス
マ
ン
の
登
場

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
た
と
い
過
去
に
源
泉
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
よ
う
と
も
、
政
策
路
線
の
決
定
と
実
施
に
つ
い
て
は
、
時
の
政
治
家
特
に
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パリのパソ価高騰と社会政策（堀井）

才
幹
の
あ
る
政
治
家
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
パ
リ
の
食
糧
問
題
は
、
都
知
事
（
セ
ー
ヌ
県
知
事
）
　
・
警
視
総
監
が
中
央
政
府
と

協
議
し
て
解
決
を
計
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
当
時
の
都
知
事
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
篤
い
信
任
を
受
け
「
閣
僚
の
一
人
」
に
さ
え
讐
え
ら

れ
る
オ
ス
マ
ン
頃
岩
。
。
。
。
白
ρ
暮
で
あ
っ
た
。
パ
ン
引
換
券
発
行
策
か
、
低
い
公
定
価
格
の
維
持
策
か
。
後
者
と
す
れ
ば
い
か
な
る
方
式
を
取
っ

て
パ
ン
屋
の
損
失
を
補
っ
て
行
く
の
か
。
こ
の
問
題
の
解
決
に
明
確
な
指
示
を
与
え
た
の
は
こ
の
オ
ス
マ
ン
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
都
知
事
に
就
任
す
る
時
、
オ
ス
マ
ン
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
に
親
し
く
招
か
れ
、
パ
リ
の
地
図
を
卓
上
に
拡
げ
て
パ
リ
の
美
化
・
都

市
計
画
の
使
命
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
大
計
画
を
遂
行
す
る
限
り
は
他
の
支
出
を
抑
え
ね
ば
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
市
の
負
担
と

な
る
パ
ン
引
換
券
の
発
行
な
ど
は
思
い
も
寄
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
日
の
パ
リ
の
整
然
た
る
街
並
は
オ
ス
マ
ン
の
敏
腕
に
よ
る
も
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
は
、
小
学
生
で
も
知
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
問
題
の
食
糧
危
機
の
開
始
時
に
は
こ
の
都
市
改
造
が
す
で
に
緒
に
つ
い
て
し
ま
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
は
土
地
・
建
物
の
接
収
を
始
め
と
し
て
巨
額
の
費
用
が
嵩
ん
だ
の
で
あ
っ
て
、
一
八
五
三
年
に
は
例
え
ば
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
通
り
を

作
る
だ
け
で
も
八
三
九
万
二
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
、
つ
ま
り
パ
ン
引
換
券
発
行
策
の
往
年
の
支
出
に
相
当
す
る
額
が
、
ち
ょ
う
ど
分
割
支
払
い
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
で
な
く
て
も
、
凶
作
が
あ
る
と
市
財
政
は
窮
迫
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
凶
作
だ
と
消
費
が
落
ち
る
か
ら
市
の
税
関
の
収
入
が

減
る
し
、
ま
た
凶
作
で
生
活
費
が
上
が
り
賃
金
を
上
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
都
市
計
画
事
業
の
コ
ス
ト
が
上
が
る
、
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
で
相
殺
方
式
は
ま
ず
貸
与
の
形
を
取
り
後
に
返
済
を
受
け
る
や
り
方
で
あ
る
か
ら
、
市
の
支
出
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
大
き
な
利
点

を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
方
式
を
採
用
し
て
も
遂
行
中
の
都
市
計
画
が
頓
挫
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
都
知
事
オ
ス
マ
ン
は
、
前
に
ロ
・
エ
・
ガ
ロ
ン
ヌ
県
ネ
ラ
ッ
ク
の
郡
長
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
配
下
の
か
の
ネ
ラ
ヅ
ク
市
長

モ
ヴ
ザ
ン
が
相
殺
方
式
に
よ
る
公
定
価
格
制
を
実
施
し
て
い
た
の
を
見
聞
し
て
い
た
。
　
オ
ス
マ
ン
が
ジ
p
ン
ド
県
プ
レ
イ
切
冨
《
Φ
の
郡
長
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

転
じ
た
時
、
彼
自
身
が
郡
下
に
こ
の
糊
度
を
導
入
し
た
ら
し
い
。
こ
の
実
施
の
首
尾
に
つ
い
て
は
、
拠
る
べ
き
史
料
が
見
当
ら
ず
結
局
明
ら
か

一
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に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
南
西
に
鄙
ざ
か
る
こ
の
プ
レ
イ
に
お
け
る
オ
ス
マ
ン
の
経
験
は
、
ち
ょ
う
ど
周
知
の
一
八
四
六
年
一
四
七
年

の
パ
ン
価
高
騰
期
に
当
り
、
都
パ
リ
で
は
知
事
ラ
ン
ビ
ュ
ト
菊
㊤
日
σ
暮
④
鍵
が
パ
ン
引
換
券
発
行
策
を
取
っ
て
い
た
頃
で
あ
っ
て
、
両
者
が

全
く
対
照
的
で
あ
る
の
に
注
目
し
て
い
い
。
パ
ン
だ
ね
は
す
で
に
秘
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
オ
ス
マ
ン
ま
た
は
そ
の
側
近
が
、
相
殺
方
式
の
他
の
源
泉
（
第
一
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
下
の
計
画
と
第
二
の
王
政
復
古
下
の
そ
れ
）

に
つ
い
て
最
初
か
ら
知
っ
て
い
て
そ
こ
か
ら
思
い
つ
い
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
遂
に
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
文
書
の
上
で
見
る
限

り
、
都
知
事
が
相
殺
方
式
の
採
用
決
議
（
九
月
｝
四
日
目
の
二
ヶ
月
後
（
一
一
月
二
八
日
）
に
初
め
て
、
過
ぎ
し
ナ
ポ
レ
オ
ン
｝
世
の
計
画
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

い
て
言
及
し
て
お
り
、
こ
こ
で
大
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
名
を
掲
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
推
す
政
策
を
弁
護
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
ナ
ポ

レ
オ
ン
三
世
は
こ
の
方
式
の
支
持
者
に
な
る
が
、
信
頼
す
る
都
知
事
の
口
か
ら
偉
大
な
る
伯
父
の
名
を
聞
く
の
は
、
皇
帝
に
と
っ
て
心
地
よ
か

　
　
　
　
　
　
⑩

つ
た
に
違
い
な
い
。

　
C
　
市
会
の
決
定

　
都
知
事
オ
ス
マ
ン
が
パ
リ
に
お
い
て
相
殺
方
式
を
採
用
す
る
決
心
を
し
た
の
は
、
警
視
総
監
が
低
い
公
定
価
格
制
の
維
持
を
布
告
し
た
（
八

月
三
一
日
）
後
、
　
し
ば
ら
く
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
　
そ
れ
以
前
、
八
月
二
四
日
、
　
二
六
日
、
三
〇
日
と
開
か
れ
た
市
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

O
O
8
巨
・
・
。
。
δ
⇔
ヨ
g
三
。
首
巴
①
で
は
、
い
ず
れ
も
食
糧
問
題
に
は
触
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
九
月
に
入
っ
て
一
二
日
、
そ
れ
か
ら
二
日

後
に
市
会
を
召
集
す
る
よ
う
要
請
し
た
時
に
は
都
知
事
は
危
機
克
服
策
を
議
題
に
取
り
上
げ
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
。
オ
ス
マ
ン
自
身
の
追
憶

で
は
、
　
一
四
日
の
会
議
が
始
ま
る
前
に
有
力
な
市
会
議
員
ド
ラ
ン
グ
ル
U
o
冨
コ
σ
q
δ
に
相
殺
方
式
の
こ
ど
を
予
め
話
し
て
支
持
を
取
り
つ
け
た

　
　
⑫

と
、
、
つ
。

　
し
　
市
会
の
議
事
録
は
、
都
議
会
の
そ
れ
と
違
い
、
不
幸
に
し
て
パ
リ
・
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
の
熔
の
中
に
失
せ
て
し
ま
い
、
わ
れ
わ
れ
は
一
四
日
の

会
議
に
つ
い
て
は
決
定
文
叡
ζ
σ
鍵
ρ
鉱
8
の
み
を
知
る
だ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
　
都
知
事
の
提
案
す
る
相
殺
方
式
が
コ
番
弊
害
を
持
た
ら

さ
な
い
手
段
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
市
会
に
承
認
さ
れ
、
市
は
九
月
一
日
に
遡
及
し
て
原
価
と
公
定
価
格
四
〇
サ
ン
チ
ー
ム
と
の
差
額
を
パ
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⑬

ン
屋
に
貸
与
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
る
行
政
機
関
の
新
設
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
日
に
譲
っ
て
、
方
式
の
採
用

だ
け
を
取
り
敢
え
ず
決
定
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
一
、
二
週
間
後
に
は
右
の
決
定
に
基
づ
き
、
貸
与
金
の
申
請
・
査
定
・
支
払
な
ど
の
手
続
が
相
次
い
で
布
告
さ
れ
、
先
ず
は
九
月
分
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

て
一
〇
月
四
日
か
ら
支
払
が
始
ま
っ
た
。

　
D
　
都
議
会
で
の
審
議

　
こ
の
施
策
は
、
近
郊
の
非
常
な
発
展
を
考
慮
し
て
パ
リ
市
域
の
み
な
ら
ず
近
郊
の
サ
ン
・
ド
ニ
区
と
ソ
ー
区
を
含
む
セ
ー
ヌ
県
全
体
に
適
用

さ
れ
る
べ
し
と
い
う
の
が
オ
ス
マ
ン
の
案
お
よ
び
布
会
の
決
定
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
方
式
の
是
非
は
都
議
会
（
セ
ー
ヌ
県
会
）
O
o
ヨ
ー

ヨ
弱
δ
口
α
長
喜
諾
ヨ
Φ
算
巴
。
で
も
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
一
一
月
一
五
日
、
二
八
日
の
会
議
を
通
じ
て
審
議
さ
れ
た
。
注
目
す
べ
き
は
次

の
諸
点
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
都
知
事
は
特
別
に
「
覚
書
」
を
前
も
っ
て
議
員
に
配
布
し
、
そ
の
中
で
過
去
数
十
年
に
わ
た
る
食
糧
政
策
の
批
判
と
反
省
を
行
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

い
、
相
殺
方
式
の
弁
護
を
統
計
上
理
論
上
整
然
と
行
な
っ
た
。
先
の
市
会
に
は
全
く
「
覚
書
」
な
し
で
急
ぎ
の
断
で
臨
ん
で
い
る
の
と
対
照
的

で
あ
る
。

　
第
二
に
、
食
糧
危
機
に
対
す
る
為
政
者
の
政
治
意
識
が
、
都
議
会
の
討
論
を
通
じ
て
赤
裸
々
に
現
れ
た
。
あ
る
市
会
議
員
は
、
　
「
私
は
栢
殺

方
式
に
何
と
し
て
も
賛
成
で
あ
り
ま
す
。
何
故
な
ら
ば
、
過
ぎ
し
三
〇
年
若
の
歴
史
が
わ
れ
わ
れ
に
『
食
糧
危
機
こ
そ
革
命
の
前
哨
戦
で
あ
る
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

と
常
に
教
え
て
く
れ
て
い
る
。
相
殺
方
式
こ
そ
未
来
を
こ
の
社
会
危
機
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
」
　
と
発
言
し
て
い
る
。
為
政

者
た
ち
は
、
パ
ン
問
題
の
解
決
こ
そ
社
会
平
和
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と
信
じ
て
来
て
、
種
々
の
試
行
錯
誤
（
大
革
命
以
来
施
行
さ
れ
た
数

々
の
食
糧
政
策
の
失
敗
）
の
果
て
に
、
今
更
に
一
つ
の
方
式
に
頼
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
す
で
に
支
払
が
開
始
さ
れ
て
い
る
貸
与
金
の
出
所
に
つ
い
て
は
、
セ
ー
ヌ
県
と
し
て
は
財
政
事
情
か
ら
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

し
た
が
っ
て
当
分
は
パ
リ
市
が
パ
リ
市
の
分
の
み
な
ら
ず
セ
ー
ヌ
県
全
体
の
分
を
常
設
の
市
金
庫
か
ら
支
払
っ
て
行
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
が
、
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⑰

こ
の
方
式
の
運
用
は
、
市
金
庫
、
パ
ン
組
合
幹
事
、
近
郊
区
の
出
納
員
に
任
せ
て
お
く
だ
け
で
充
分
な
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

に
専
門
の
公
的
な
金
融
機
関
を
設
立
し
て
運
用
に
当
ら
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
旨
主
張
さ
れ
た
。

20 （292）

以
上
が
郡
議
会
の
審
議
の
成
果
で
あ
り
、
こ
こ
で
相
殺
方
式
が
ま
す
ま
す
明
確
に
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
た
め
の
専
門
機
関
創
設
の
気

運
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作
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た
。
．

①
O
O
ω
8
｝
N
（
Ω
㌔
｝
y
卜
”
眺
“
§
§
画
塾
、
§
§
§
等
§
§
「
け
H
H
㌔
国
吾
噛

　
一
〇
〇
癖
ω
℃
℃
・
り
b
o
■

②
　
諺
3
戸
弓
㌫
轡
℃
O
霞
8
∪
》
ω
G
R
り
鳥
8
訟
霞
b
o
。
■
U
Φ
洋
器
ロ
嘔
竃
一
三
ω
葺
O
山
O

　
一
．
目
昌
酔
仙
昌
⑦
鐸
斜
　
ρ
山
同
O
ω
㎝
O
O
　
ρ
q
娼
円
陣
臣
①
鳥
山
O
　
℃
O
一
一
〇
P
　
α
百
　
㊤
　
O
O
け
O
σ
囲
Φ
　
掃
。
◎
同
ρ

　
図
”
℃
℃
O
H
け
P
昌
昌
Φ
図
P
昂
け
　
下
瓦
　
℃
H
O
一
①
酔
　
甑
⑦
　
α
⑩
O
同
①
け
　
山
塞
　
℃
円
⑩
鴎
①
け
　
α
O
　
娼
O
一
一
〇
⑦

　
m
8
ヨ
冨
窪
冒
貯
勝
鉾
Φ
9
｝
．
H
暮
曾
δ
霞
辱
．
．
o
o
8
げ
掃
H
Q
。
H
O
■

③
O
a
。
霧
雪
8
曾
男
。
押
二
四
三
碧
≦
㊦
二
。
。
H
刈
吟
。
。
口
8
量
き
＝
．
蝉
p
匪
ω
ω
守

　
ヨ
¢
昌
梓
畠
¢
｝
螢
O
騨
冨
ロ
自
①
ω
団
ロ
α
一
〇
”
一
¢
伽
①
Q
o
じ
d
O
β
一
9
旨
σ
q
¢
困
P

④
缶
諺
q
o
っ
。
。
ン
窒
客
劉
ミ
ミ
。
誉
恥
ト
H
目
層
や
ω
蒔
g
ら
ミ
§
§
ぎ
、
ミ
ミ
噛
雪
法
¢

　
掃
。
◎
ω
押
℃
．
画
O
Q
◎
旧
㊤
詳
5
①
Φ
ド
o
O
ω
↑
o
℃
娼
，
㎝
O
ρ
O
叶
P

⑤
例
え
ば
讐
。
α
窃
盗
。
9
①
ω
の
開
通
（
　
八
五
二
年
七
月
二
四
日
の
政
令
）
、

　
崔
㊦
血
。
国
ぞ
O
誠
の
延
長
（
一
八
五
二
年
一
二
月
二
三
日
の
政
令
）
、
σ
。
巳
㊦
〈
鴛
畠

　
◎
o
o
D
㌶
器
び
。
厳
σ
q
の
醐
通
（
一
八
五
二
年
三
月
一
〇
霞
の
政
令
）
、
口
器
自
㊦
国
①
コ
ー

　
ロ
窃
の
開
通
（
一
八
五
三
年
三
月
九
目
の
政
令
）
な
ど
の
事
業
の
開
始
。

⑥
い
＞
N
諺
国
国
（
司
．
簿
U
．
）
「
導
ミ
。
ミ
ミ
讐
、
馬
§
偽
噛
越
§
…
辱
図
。
亀
三
。
戸
や

　
刈
H
O
．

⑦
○
囲
い
ぴ
図
（
p
y
謀
り
§
蘭
、
恥
§
恥
§
愚
ミ
ミ
軌
§
津
㌣
、
句
：
二
℃
』
O
メ

⑧
オ
ス
マ
ン
は
、
一
八
三
二
　
四
〇
年
、
ロ
・
エ
・
ガ
ロ
ソ
ヌ
県
ネ
ラ
ッ
ク
郡

　
　
の
郡
長
、
　
　
．
八
照
一
」
四
八
年
、
ジ
ロ
ソ
ト
県
プ
レ
イ
郡
の
郡
長
を
務
め
て
い

　
　
た
。
　
い
》
竃
国
磯
”
閏
　
（
Q
㍉
名
）
噛
　
聾
a
砺
恥
ミ
§
ミ
斡
　
《
等
爵
W
　
斜
恥
　
籍
識
恥
y
．
一
℃
騨
識
ρ

　
H
り
α
Q
Q
噛
℃
’
H
ド
　
　
出
》
d
「
ω
ω
ン
角
》
窯
冥
℃
ミ
旭
お
O
賊
喰
馬
勲
叶
曾
H
H
、
憎
圏
ω
画
0
■

⑨
o
§
§
蓬
§
職
憩
ミ
牝
§
ミ
§
…
憶
§
珈
・
－
§
騨
§
き
ゆ
暮
①
巴
。
。
切
。
。
糟
℃
や

　
ト
σ
Q
◎
切
歯
Q
。
N

⑩
客
g
。
曾
三
無
。
け
9
冨
ω
・
営
㊦
野
田
、
旨
き
℃
窪
。
璽
象
山
暮
。
身
。
。
象
。
。
孝

　
げ
着
目
g
。
朝
ω
・
皇
帝
に
提
出
さ
れ
た
こ
の
覚
書
の
中
で
も
、
都
知
事
は
ナ
ポ
レ
オ
ン

　
　
一
批
の
計
繭
【
を
称
揚
し
て
い
る
。

⑪
き
ミ
§
ミ
§
富
ミ
、
噛
雪
畠
。
お
㎝
。
。
噛
や
Φ
典
ロ
。
含
b
。
α
8
鉾
ワ
㊤
お
讐

　
旨
。
　
α
鐸
帥
刈
塑
O
P
叶
①
け
℃
舳
り
①
ρ
P
o
　
山
雇
ω
H
　
P
O
⇔
け
．

⑫
自
》
O
o
D
。
Q
鼠
》
累
客
』
憲
ぎ
ミ
噂
鉾
目
目
り
唱
■
置
？
窓
圃
●

⑱
｝
　
U
O
｝
一
σ
仙
H
P
鉱
O
昌
畠
β
O
O
冒
し
。
①
一
一
導
q
”
嗣
9
℃
甲
一
α
①
一
口
く
一
一
一
〇
匹
O
憎
P
話
ω
．
薗
‘
仲
O
一

　
同
心
q
o
P
雷
け
一
〇
℃
同
Φ
h
Φ
け
篇
Φ
一
P
Q
O
O
凶
昌
O
帥
囲
甲
騨
①
鳥
O
Q
隠
釦
く
ρ
昌
O
①
ω
臼
自
図
げ
O
儲
一
ρ
瓢
σ
q
O
民
o
o

　
畠
O
勺
ρ
二
ω
Φ
け
α
鐸
　
匹
①
℃
”
『
け
⑦
轡
昌
㊦
昌
峠
　
畠
O
　
一
拶
　
o
D
鉱
昌
①
　
（
§
起
魯
ミ
ミ
　
画
竃
．
鼠
煙
恥
黛
恥
ミ
．

　
P
ロ
ロ
仙
①
　
H
Q
Q
㎝
ρ
℃
・
H
O
b
σ
㎝
℃
昌
。
　
α
ρ
ド
α
o
o
Φ
℃
峠
①
ヨ
げ
憎
①
）
’

⑭
曽
。
巨
津
傘
℃
＆
8
u
諺
ω
①
9
0
ぎ
巳
p
凶
『
①
臼
即
製
簿
α
Φ
冨
。
。
①
貯
・
層

　
①
旨
畠
ρ
鈴
O
二
二
　
同
①
Q
o
㊦
℃
け
O
日
σ
H
¢
O
①
一
一
㊦
層
O
昌
伽
P
仲
O
ユ
蛋
N
刈
　
O
O
け
O
げ
同
O
’
　
U
①
け
汁
門
Φ

　
傷
β
　
憎
H
①
囲
Φ
け
α
⑦
一
9
ω
O
一
口
P
　
m
山
同
⑦
ω
o
o
働
O
P
口
勺
ビ
働
｛
⑦
け
伽
¢
℃
O
一
一
〇
P
①
昌
α
僧
叶
O
伽
鎧

　
b
o
Q
D
肌
O
℃
げ
O
ヨ
げ
門
⑦
．
　
H
β
ω
叶
円
ロ
O
汁
凶
O
⇒
山
謬
℃
同
①
h
①
け
㎝
Φ
】
ρ
ω
O
一
昌
ρ
P
飢
巴
O
も
。
ω
①
O
　
m
賃
擁

　
ω
鴇
降
山
一
〇
ω
山
④
一
P
げ
O
蛋
一
P
轟
σ
Q
㊦
嵩
①
α
①
勺
P
ユ
し
陰
輸
①
瓢
α
ρ
酔
O
　
儀
ロ
　
b
o
刈
　
o
o
O
℃
仲
O
旨
げ
同
⑦
’

　
　
嗣
U
O
け
け
『
O
α
O
ω
o
D
団
口
伽
凶
O
ω
　
毛
羽
×
　
げ
O
郎
一
9
ロ
σ
Q
O
同
ω
　
畠
O
　
勺
乾
期
ρ
　
O
口
　
匹
ゆ
伸
O
　
山
9
　
ω
O

　
ω
㊦
℃
け
Φ
ヨ
げ
器
お
O
ω
．
な
お
貸
与
金
の
申
請
．
・
査
定
・
支
払
な
ど
の
手
続
き
が
い
か



　
に
煩
雑
な
も
の
で
あ
る
か
は
鵠
○
男
君
（
目
・
）
”
o
》
ミ
・
、
℃
や
ぎ
1
謬
．

⑮
冨
①
旨
。
圃
お
p
雪
Φ
話
”
ミ
ミ
。
凱
鳶
賄
ミ
ミ
G
§
特
§
娩
ミ
凡
§
§
恥
黛
斗
嚢
ミ
ー

　
§
器
職
ま
辱
ミ
出
口
野
芝
恥
．
－
勺
ρ
ユ
ρ
同
Q
Q
q
ω
・
こ
の
覚
書
の
内
容
の
詳
細
は
口
○
涛
昌

　
（
日
）
噛
§
’
ミ
‘
℃
℃
．
蕊
為
ゆ
■

⑯
O
。
§
ミ
裂
§
織
奪
ミ
§
ミ
ミ
ミ
恥
…
”
憶
§
軸
題
ミ
ぴ
§
ミ
噂
姦
濫
。
H
。
。
㎝
。
。
噛
唱
．

　
邸
o
o
b
o
■

⑰
貸
与
金
の
手
続
と
支
払
に
は
、
最
初
の
頃
取
り
敢
え
ず
製
パ
ソ
業
組
合
幹
事
も

　
従
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し
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い
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が
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月
に
三
四
一
四
〇
万
フ
ラ
ン
に
も
の
ぼ
る
よ
う
な
貸
与

金
関
係
の
事
務
は
大
変
で
あ
り
、
組
合
幹
事
も
「
そ
の
た
め
に
月
の
う
ち
｝
○
日

閥
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さ
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四
　
パ
ン
金
融
公
庫
の
設
置

パリのパソ価高騰と社会政策（堀井）

　
A
　
国
家
参
事
院
で
の
討
論

　
貸
与
金
の
支
払
が
始
ま
っ
て
す
で
に
ニ
ケ
月
、
相
殺
方
式
の
推
進
派
に
お
い
て
は
、
方
式
運
用
の
た
め
の
専
門
機
関
設
置
案
を
練
っ
て
い
る

頃
で
あ
っ
た
が
、
他
方
こ
の
方
式
や
公
定
価
格
制
そ
の
も
の
に
反
対
す
る
勢
力
が
逼
塞
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
オ
ス
マ
ン
の
政
策
を
承
知

し
た
都
議
会
で
も
、
あ
る
議
員
か
ら
は
パ
ン
価
を
引
き
下
げ
る
他
の
技
術
的
方
法
が
提
案
さ
れ
た
り
、
ま
た
他
の
議
員
か
ら
は
「
相
殺
方
式
の

貸
与
金
は
、
交
付
が
う
ま
く
行
く
と
し
て
取
立
と
な
る
と
至
難
で
あ
っ
て
実
際
上
机
上
の
プ
ラ
ン
に
過
ぎ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
わ
ん
や
市
会
と
都
議
会
に
続
い
て
最
後
に
審
議
さ
れ
る
国
家
参
事
院
O
o
昌
器
諺
α
．
国
富
け
に
お
い
て
は
、

不
安
が
す
で
に
表
明
さ
れ
て
い
た
。

問
題
の
方
式
に
対
す
る
更
に
強
力
な
反
対
派
が
待
ち
構
え
て
い
た
。

　
第
一
の
論
敵
は
、
ミ
シ
ェ
ル
・
シ
ュ
ヴ
ア
リ
エ
冨
ざ
げ
鮎
O
財
①
〈
巴
δ
H
を
始
め
と
す
る
経
済
上
の
自
由
主
義
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ

ン
第
一
帝
政
以
来
パ
リ
で
は
、
パ
ン
製
造
販
売
業
の
数
が
行
政
当
局
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
，
業
者
は
常
に
行
政
上
の
統
制
と
監
督
を
受
け
て
来

た
が
、
こ
の
た
び
都
知
事
が
提
嘱
す
る
政
策
に
よ
れ
ば
、
販
売
価
格
か
ら
生
産
量
に
至
る
ま
で
行
政
機
関
の
監
督
が
続
く
こ
と
に
な
る
。
し
た
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が
っ
て
自
由
主
義
者
た
ち
は
問
題
の
公
定
価
格
維
持
策
が
君
わ
ば
ギ
ル
ド
的
規
制
の
強
化
に
連
な
り
、
商
業
の
自
由
を
侵
す
も
の
で
あ
る
と
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

対
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
家
参
事
院
に
お
け
る
オ
ス
マ
ン
の
弁
論
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
　
「
目
下
直
面
す
る
情
勢
に

対
し
て
商
業
の
自
由
と
い
う
理
念
は
、
何
の
実
効
も
も
た
ら
さ
な
い
、
空
し
い
も
の
で
あ
る
。
蘇
っ
て
公
定
価
格
制
は
貸
与
金
の
交
付
を
伴
え

ば
販
売
量
に
な
ん
ら
干
渉
す
る
も
の
で
は
な
く
、
取
引
の
自
由
を
侵
す
も
の
で
は
な
い
」
と
。

　
第
二
の
論
敵
は
、
パ
ン
引
換
券
発
行
策
の
支
持
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
　
「
相
殺
方
式
に
従
っ
て
貸
与
金
を
交
付
す
れ
ば
、
消
費
者

と
し
て
市
民
全
体
が
何
の
差
別
も
な
く
公
け
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
　
そ
の
よ
う
な
必
要
は
な
い
。
　
パ
ン
券
交
付
に
よ
っ
て
下
層

民
の
み
を
救
済
す
れ
ば
よ
い
で
は
な
い
か
」
と
主
張
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
主
張
は
な
ん
と
言
っ
て
も
策
が
過
去
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
い
う
実
績
の
強
み
を
も
っ
て
い
た
。
　
こ
れ
に
対
し
て
オ
ス
マ
ン
は
、
　
パ
ン
券
発
行
の
際
に
行
な
わ
れ
た
詐
欺
行
為
や
醜
聞
の
例
を
引
き
、

過
去
の
実
績
が
決
し
て
栄
光
に
充
ち
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
、
ま
た
が
っ
て
券
を
交
付
す
る
区
役
所
前
に
は
定
ま
っ
て
貧
民
が
長
い
行

列
を
作
る
と
い
う
憂
欝
な
光
景
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
オ
ス
マ
ン
は
こ
れ
は
貧
民
に
物
乞
い
を
さ
せ
て
い
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
説
い

た
。　

困
家
参
事
院
の
会
議
録
も
ま
た
失
わ
れ
て
い
る
か
ら
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
闘
わ
さ
れ
た
と
い
う
「
激
論
」
の
内
容
を
右
記
以
上
に
知

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
少
な
く
と
も
皇
帝
自
身
が
新
方
式
の
賛
成
者
と
な
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
一
八
四
四
年
に
貧
困
の
絶

滅
を
提
唱
し
、
経
済
発
展
を
国
家
の
指
導
下
に
遂
行
す
る
計
画
を
立
て
て
い
た
サ
ン
・
シ
モ
ン
主
義
者
ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
、
こ
の
た
び
自

由
主
義
に
完
全
に
組
す
る
よ
り
は
む
し
ろ
行
政
に
よ
る
経
済
千
渉
を
支
持
し
た
こ
と
は
自
然
で
あ
る
。
オ
ス
マ
ン
自
身
も
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世

の
心
を
捕
え
る
こ
と
に
か
け
て
は
抜
か
り
な
く
て
、
会
議
に
先
立
ち
特
別
の
覚
え
書
ロ
。
審
を
皇
帝
に
提
出
し
、
　
「
相
殺
方
式
の
計
画
は
先
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
偉
業
の
一
つ
で
あ
る
」
旨
を
予
め
奏
上
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
パ
ン
金
融
公
庫
が
動
き
出
し
て
か
ら
間
も
な
く
の
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

立
法
院
の
開
会
式
に
臨
ん
だ
皇
帝
は
、
荘
重
な
演
説
全
体
の
三
分
の
一
を
さ
い
て
新
方
式
採
用
を
讃
え
る
こ
と
に
な
る
。
皇
帝
の
支
持
こ
そ
は
、

国
家
参
事
院
が
オ
ス
マ
ン
の
政
策
を
承
認
す
る
こ
と
に
な
る
決
定
的
要
素
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
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パリのパソ価高騰と社会政策（堀井）

　
B
　
公
庫
の
設
置
と
業
務
開
始

　
案
が
国
家
参
事
院
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
と
、
残
る
は
立
法
手
続
の
問
題
だ
け
で
あ
っ
て
、
一
八
五
三
年
暮
と
翌
五
四
年
一
月
に
、
相
次
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

で
二
つ
の
勅
令
濠
。
お
け
が
公
布
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
パ
リ
・
パ
ン
製
造
販
売
業
金
融
公
庫
」
が
設
置
さ
れ
た
。

　
勅
令
は
、
公
庫
が
次
の
四
つ
の
業
務
を
行
な
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
。
第
一
に
、
原
価
と
公
定
価
格
と
の
差
額
に
各
パ
ン
屋
の
製
造
販
売

量
を
乗
じ
た
金
額
を
、
貸
与
金
と
し
て
各
パ
ン
屋
に
交
付
す
る
。
　
（
つ
ま
り
公
庫
は
、
相
殺
方
式
の
運
用
を
第
一
の
任
務
と
し
た
の
で
あ
る
）

第
二
に
、
各
パ
ン
屋
が
購
入
し
た
小
麦
粉
の
価
格
と
数
量
を
洩
れ
な
く
申
告
さ
せ
、
公
庫
が
そ
れ
を
記
録
す
る
。
　
（
公
庫
は
、
こ
の
申
告
か
ら
、

パ
ン
屋
の
パ
ン
の
製
造
販
売
量
を
、
根
拠
を
も
っ
て
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
く
ま
た
こ
の
申
告
か
ら
小
麦
粉
の
市
場
価
格
に
関
す
る

資
料
が
得
ら
れ
て
、
そ
れ
か
ら
パ
ン
の
原
価
計
箕
が
よ
り
正
確
な
も
の
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
申
告
制
度
は
、
貸
与
金
の
額
の
決
定
を

よ
り
正
確
に
す
る
制
度
で
あ
る
）
第
三
に
、
公
庫
は
製
粉
業
者
と
パ
ン
屋
と
の
勘
定
の
決
済
を
行
な
う
。
す
な
わ
ち
、
パ
ン
屋
は
小
麦
購
入
の

際
、
売
手
の
製
粉
業
老
に
現
金
で
は
な
く
て
手
形
を
渡
し
、
製
粉
業
老
は
そ
れ
を
公
庫
に
提
示
し
て
支
払
を
受
け
る
。
垂
範
は
、
パ
ン
屋
の
預

金
口
座
の
中
か
ら
そ
の
代
金
を
百
工
立
て
る
、
と
い
う
具
合
に
な
る
。
こ
の
た
め
に
、
パ
ン
屋
は
公
庫
に
口
座
を
持
つ
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
、

製
粉
謡
扇
も
ま
た
公
庫
に
口
座
を
開
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
勧
め
ら
れ
た
。
第
四
に
、
公
庫
は
、
パ
ン
屋
が
貯
蔵
す
る
小
麦
粉
を
担
保
と
し
て

パ
ン
屋
に
貸
付
を
行
な
う
。
　
（
パ
ン
屋
は
、
必
要
な
小
麦
粉
の
三
ケ
月
分
相
当
量
を
貯
蔵
し
て
置
く
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
が
、
こ
の
小
麦

粉
を
担
保
と
す
る
貸
付
は
、
網
殺
方
式
に
よ
る
貸
与
金
と
は
全
く
違
っ
て
、
通
常
の
金
融
機
関
の
貸
付
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
小
麦
粉
貯

蔵
を
奨
励
す
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
）

　
以
上
四
つ
の
業
務
を
見
れ
ば
、
パ
ン
金
融
公
庫
は
二
つ
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
つ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
パ
ン
価
高
騰

に
対
す
る
社
会
政
策
の
機
関
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
パ
ン
お
よ
び
製
粉
業
者
の
た
め
に
決
済
・
貸
付
な
ど
を
行
な
う
金
融
機
関
で
あ
る
。
本

稿
で
は
、
前
老
に
つ
い
て
の
み
述
べ
進
み
、
後
者
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
業
務
は
、
年
明
け
て
の
一
八
五
四
年
一
月
一
六
日
、
取
り
敢
え
ず
市
庁
内
で
三
〇
人
余
り
の
専
従
事
務
員
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
桐
殺
方
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式
の
採
用
か
ら
数
え
て
四
ケ
月
後
で
あ
る
。
こ
の
間
仮
に
市
金
庫
が
す
で
に
八
五
〇
万
フ
ラ
ン
の
貸
与
金
を
パ
ン
屋
に
交
付
し
て
い
た
が
、
こ

れ
を
も
パ
ン
金
融
公
庫
が
肩
代
り
す
る
こ
と
に
な
り
、
以
後
十
数
年
に
わ
た
る
政
策
が
軌
道
の
上
を
走
り
出
し
た
。

　
こ
こ
で
、
人
事
の
面
か
ら
こ
の
公
庫
の
性
格
を
分
析
す
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
第
一
に
、
公
庫
の
総
裁
に
は
、
初
代
こ
そ
内
務
省
の
局
長
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

着
任
し
て
内
部
組
織
を
整
え
た
が
、
ま
も
な
く
都
知
事
オ
ス
マ
ン
の
息
の
か
か
っ
た
有
能
な
官
僚
た
ち
が
次
々
に
起
用
さ
れ
て
行
く
点
で
あ
る
。

例
え
ば
、
パ
ン
価
高
騰
期
に
四
年
間
総
裁
を
勤
め
る
ノ
ワ
イ
ヨ
ン
螺
。
図
8
は
、
オ
ス
マ
ン
が
ヴ
ァ
ル
県
知
事
を
し
て
い
た
際
の
「
自
分
の
忠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

実
な
市
会
議
員
」
で
あ
っ
た
。
　
更
に
、
最
初
会
計
官
、
後
総
裁
を
長
く
務
め
た
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ペ
ル
チ
エ
》
ぢ
げ
。
屋
。
勺
①
濠
翠
霞
も
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

た
、
オ
ス
マ
ン
を
補
佐
し
た
行
政
家
・
建
築
家
・
技
術
者
の
群
の
中
に
あ
っ
て
一
際
光
る
人
物
で
あ
る
。
第
二
に
、
蘇
っ
て
こ
の
公
庫
の
評
議

会
O
o
巨
＄
。
9
ω
色
聴
註
h
の
委
員
を
見
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
銀
行
総
裁
ダ
ル
グ
伯
O
O
日
3
伽
、
》
お
○
暮
、
国
立
信
用
銀
行
総
裁
ギ
ユ
モ
Ω
巳
　
Ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

日
9
、
大
蔵
省
資
金
局
長
デ
ュ
チ
ュ
ー
ル
∪
暮
臼
Φ
巳
と
い
う
よ
う
な
鉾
鐸
た
る
連
中
が
顔
を
揃
え
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
パ
ン
金
融
公
庫

は
、
行
政
上
オ
ス
マ
ン
体
制
（
比
喩
的
に
「
オ
ス
マ
ン
王
朝
」
と
さ
え
呼
ば
れ
た
行
政
の
組
織
と
人
材
）
の
一
翼
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
と
同

時
に
、
国
家
中
枢
の
金
融
機
関
の
強
力
な
支
え
を
得
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　
な
お
、
公
庫
の
運
営
は
、
性
質
上
強
力
な
経
済
統
制
が
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
、
公
庫
発
足
と
平
行
し
て
パ
ン
屋
に

対
す
る
統
綱
が
強
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
た
め
の
種
々
の
措
置
が
検
討
に
検
討
を
加
え
ら
れ
、
一
八
五
四
年
秋
に
勅
令
と
し
て
公
布
施

　
　
　
⑬

行
さ
れ
る
。

　
①
G
§
§
§
馬
§
織
愚
…
”
憶
§
即
物
－
竃
さ
§
ミ
噛
ρ
塁
①
。
H
。
。
㎝
ω
層
竈
．
b
。
お
歯
G
。
b
。
簿
　
　
売
卜
。
㎝
ヨ
㊤
巨
編
紹
。
8
8
轟
き
庁
一
望
象
8
暮
邑
毎
毎
§
巴
毎
圃
註
ω
嘗
暮
ぞ
①

　
℃
℃
9
b
。
o
。
㌣
b
。
G
。
野

②
パ
リ
市
と
セ
…
ヌ
県
に
関
す
る
こ
の
間
題
が
な
ぜ
中
央
政
府
の
審
議
機
関
で
あ

　
る
國
家
参
事
院
の
審
議
に
か
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
、
と
言
え
ば
、

　
第
二
帝
政
の
初
期
に
行
政
の
地
方
分
権
化
を
行
な
っ
た
際
に
、
パ
リ
の
食
糧
問
題

　
に
関
す
る
も
の
は
地
方
自
治
の
原
則
か
ら
除
外
さ
れ
て
、
な
お
中
央
政
府
の
許
可

　
承
認
を
要
す
る
も
の
と
し
て
も
残
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
箆
『
蕗
。
δ
『
含
0
0
自
簿

（
U
φ
＜
国
閑
O
囲
国
国
・
G
ミ
N
・
§
向
卜
。
量
四
ロ
濠
。
戸
。
。
㎝
N
や
ト
。
課
）
・
こ
の
こ
と
は
、

　
パ
リ
の
パ
ソ
市
中
の
重
要
性
が
中
央
政
府
に
も
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
で

　
あ
ろ
う
。

③
国
＞
d
。
D
玉
露
累
ズ
ミ
ミ
§
、
携
§
鰹
ミ
§
…
訴
」
H
．
電
・
。
。
塗
凸
α
。
。
璽

④
パ
ソ
券
の
交
付
を
受
け
た
人
々
の
中
に
は
あ
る
も
の
は
パ
ソ
券
を
金
に
か
え
て

　
ア
ル
コ
ー
ル
に
酔
い
し
れ
る
の
に
費
や
し
、
あ
る
も
の
は
幽
霊
人
口
を
作
り
出
し
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て
偽
り
の
申
告
を
し
て
、
不
当
な
交
付
を
受
け
る
な
ど
、
法
網
を
く
ぐ
る
も
の
も
あ
っ
た
。

　
オ
ス
マ
ン
は
そ
れ
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
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追
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A
　
店
頭
に
て
、

　
一
八
五
三
年
の
九
月
か
ら
、
セ
ー
ヌ
県
の
パ
ン
屋
の
店
先
で
は
そ
れ
ま
で
と
違
っ
た
風
景
が
現
わ
れ
た
。
通
常
の
慣
習
で
は
一
箇
い
く
ら
の

何
パ
ン
と
い
う
よ
う
に
、
切
り
の
よ
い
値
段
に
合
わ
せ
て
パ
ン
の
形
や
重
さ
を
一
定
に
し
箇
数
売
り
を
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
禁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

止
さ
れ
て
、
す
べ
て
目
方
売
り
に
な
っ
た
。
公
定
価
格
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
パ
ン
は
二
種
類
。
一
等
級
に
格
づ
け
さ
れ
た
パ
ン
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

キ
ロ
当
り
四
〇
サ
ン
チ
ー
ム
の
割
合
で
、
二
等
級
に
格
づ
け
さ
れ
た
パ
ン
は
キ
ロ
当
り
三
ニ
サ
ン
チ
ー
ム
の
割
合
で
計
り
売
り
を
強
調
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

（一

ｪ
五
五
年
五
月
一
五
日
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
五
サ
ン
チ
ー
ム
と
三
八
サ
ン
チ
ー
ム
に
公
定
価
格
を
値
上
げ
。
更
に
同
年
九
月
一
五
日
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ら
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
サ
ン
チ
ー
ム
と
四
ニ
サ
ン
チ
ー
ム
に
値
上
げ
。
）
　
そ
の
上
、
ど
の
パ
ン
に
も
一
律
に
意
味
あ
り
げ
な
数
字
が
押
印
さ
れ
て
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

っ
て
、
そ
の
数
字
は
、
そ
の
パ
ン
を
製
造
販
売
す
る
パ
ン
屋
の
登
録
番
号
と
一
致
し
て
い
た
。
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
パ
ン
屋
に
対
す
る
治
安
当

局
の
監
督
が
行
き
届
く
筈
に
な
っ
て
い
た
。

　
時
に
見
慣
れ
ぬ
客
が
し
ば
し
ば
訪
れ
て
パ
ン
を
多
量
に
買
い
込
ん
で
行
く
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
奇
妙
な
こ
と
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
次
第
で
あ
る
。
公
定
価
格
制
と
相
殺
方
式
は
セ
ー
ヌ
県
内
の
み
に
施
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
近
隣
諸
県
の
パ
ン

価
は
ず
っ
と
高
く
、
そ
の
差
は
キ
ロ
当
り
十
数
サ
ン
チ
ー
ム
に
及
ん
だ
。
し
た
が
っ
て
、
セ
ー
ヌ
・
エ
・
オ
ワ
ー
ズ
県
や
セ
ー
ヌ
・
エ
・
マ
ル

ヌ
県
の
住
民
が
一
部
パ
リ
お
よ
び
近
郊
へ
入
り
来
て
は
安
価
な
パ
ン
を
買
い
漁
り
、
逆
に
セ
ー
ヌ
県
内
の
不
心
得
者
が
安
価
な
パ
ン
を
県
外
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

持
ち
出
し
て
高
く
売
り
さ
ば
い
た
。
こ
の
行
為
に
は
勿
論
禁
令
が
出
て
い
た
。
そ
し
て
特
に
静
か
な
町
々
の
パ
ン
屋
に
は
、
自
分
の
糧
だ
け
を

求
め
る
な
じ
み
の
客
と
禁
令
に
そ
む
く
よ
そ
者
と
は
区
別
が
つ
く
筈
で
あ
っ
た
が
、
実
際
上
パ
ン
屋
は
売
り
上
げ
を
多
く
す
る
た
め
に
必
ず
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

も
よ
そ
者
に
売
ら
な
く
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
ど
れ
ほ
ど
の
量
の
パ
ン
が
県
外
に
流
れ
た
か
を
推
算
す
る
史
料
は
全
く
な
い
の
で

あ
っ
て
、
県
内
に
お
け
る
パ
ン
の
生
産
・
消
費
星
の
月
変
化
と
年
変
化
を
数
年
間
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
外
流
出
量
は
さ
ほ
ど
大
き
く
は
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⑧

な
い
と
漠
然
と
言
え
る
だ
け
で
あ
る
。
パ
ン
に
パ
ン
屋
の
番
号
を
押
印
す
る
と
い
う
露
訳
も
、
流
出
を
抑
制
す
る
こ
と
に
少
し
は
役
立
っ
た
か

も
知
れ
な
い
。

　
パ
ン
屋
の
内
情
は
ま
た
込
み
入
っ
て
い
る
。
パ
ン
屋
に
は
、
種
々
の
申
告
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
小
麦
粉
の
購
入
な
ど
は
細
大
洩
ら

さ
ず
遅
滞
な
く
申
告
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ば
か
り
か
、
手
形
は
切
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
貸
与
金
交
付
の
申
請
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
な
ど
な
ど
、
本
来
職

人
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
パ
ン
屋
は
大
い
に
戸
惑
っ
た
。
そ
し
て
申
告
内
容
の
ご
ま
か
し
を
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
例
え
ば
、
パ
ン
屋
は
半
月
毎
に
パ
ン
製
造
の
状
況
を
申
告
し
、
そ
の
申
告
が
事
実
に
基
づ
い
て
正
確
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、

同
業
組
合
幹
事
や
公
庫
が
査
察
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
翻
度
が
発
足
し
て
日
が
経
た
な
い
の
に
、
行
政
当
局
は
も
う
虚

偽
の
申
告
に
目
を
光
ら
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
相
殺
方
式
に
お
い
て
は
、
パ
ン
高
騰
期
す
な
わ
ち
貸
与
金
交
付
期
に
は
、
パ

ン
の
製
造
販
売
高
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
程
、
受
け
取
る
貸
与
金
の
額
は
大
き
く
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
通
常
の
債
務
で
は
な
い
か
ら
、
実
際

の
販
売
高
よ
り
大
き
く
申
告
す
れ
ば
、
貸
与
金
の
も
ら
い
得
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
（
こ
の
反
対
に
、
パ
ン
価
低
落
期
す
な
わ
ち
差
額
取
立
金
納

付
期
に
は
製
造
販
売
量
を
小
さ
く
申
告
す
れ
ば
、
不
正
の
利
得
を
懐
に
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
）
。
　
そ
こ
で
、
一
八
五
三
年
九
月

の
後
半
の
半
月
の
分
と
次
の
一
〇
月
の
前
半
の
半
月
の
分
と
、
申
告
書
上
の
パ
ン
製
造
販
売
量
を
集
計
し
て
見
れ
ば
、
後
者
の
総
計
が
前
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

総
計
を
か
な
り
上
回
っ
て
い
て
、
そ
の
差
は
約
八
万
人
の
消
費
人
口
が
急
増
し
た
の
に
相
当
す
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
人
口
の
季
節

的
増
加
（
パ
リ
は
夏
期
に
人
口
が
少
な
く
冬
期
に
多
い
）
や
パ
ン
の
県
外
流
出
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
て
も
な
お
説
明
し
き
れ
ず
、
申
告
の
不
正
、

水
増
し
記
入
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
残
っ
た
。
パ
リ
警
視
庁
に
残
る
あ
る
文
書
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
物
語
っ
て
く
れ
て

い
る
。
同
業
組
合
幹
事
も
入
っ
た
当
局
者
が
、
九
月
分
か
ら
十
月
分
へ
特
に
量
を
増
し
て
申
告
し
た
パ
ン
屋
を
狙
っ
て
、
泊
り
込
み
の
査
察
を

行
な
い
、
よ
う
や
く
に
し
て
た
っ
た
一
人
の
パ
ン
屋
ド
ク
ロ
ア
な
に
が
し
を
挙
げ
、
ど
う
も
過
大
の
申
告
を
し
て
貸
与
金
の
不
正
獲
得
を
狙
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
を
つ
き
と
め
た
。
以
後
、
し
ば
し
ば
こ
の
種
の
違
反
の
摘
発
は
絶
え
な
か
っ
た
。
な
お
こ
れ
ら
の
違
反
は
、
や
が
て
経

済
上
の
自
由
主
義
者
が
栢
殺
方
式
廃
止
論
を
唱
え
る
際
に
格
好
の
口
実
と
な
る
の
で
あ
る
。
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B
　
交
　
付
　
額

　
各
種
の
不
正
を
経
済
統
制
に
つ
い
て
ま
わ
る
必
要
悪
と
し
て
見
過
す
な
ら
ば
、
貸
与
金
の
交
付
は
目
ざ
ま
し
い
成
果
を
挙
げ
た
。
一
八
五
三

年
秋
か
ら
五
六
年
秋
ま
で
の
三
年
間
あ
ま
り
、
キ
ロ
当
り
原
価
が
五
〇
サ
ン
チ
ー
ム
を
下
ら
ず
、
一
八
五
三
年
中
、
五
四
年
中
、
五
五
年
中
、

五
六
年
中
の
最
高
値
が
そ
れ
ぞ
れ
五
泊
サ
ン
チ
ー
ム
、
五
六
サ
ン
チ
ー
ム
、
六
〇
サ
ン
チ
ー
ム
、
五
七
サ
ン
チ
…
ム
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、

消
費
者
価
格
は
、
こ
の
期
間
の
過
半
を
四
〇
サ
ン
チ
…
ム
に
据
え
置
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
維
持
の
た
め
に
差
額
貸
与
金
が
キ
ロ
当
り
一
六

サ
ン
チ
ー
ム
の
時
さ
え
あ
り
、
交
付
さ
れ
た
総
額
は
五
三
五
五
万
七
九
四
七
フ
ラ
ン
一
五
サ
ン
チ
…
ム
に
の
ぼ
っ
た
。

　
こ
の
総
額
を
、
パ
リ
を
含
め
た
セ
ー
ヌ
県
全
体
の
世
帯
数
で
割
れ
ば
八
九
フ
ラ
ン
八
三
。
つ
ま
り
一
世
帯
当
り
ほ
ぼ
九
〇
フ
ラ
ン
の
補
助
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
中
、
も
っ
と
も
重
要
な
年
で
あ
る
一
八
五
四
年
、
そ
し
て
パ
リ
市
内
だ
け
を
例
に
取
れ
ば
、
人
口
一
一
〇
万
人
に
対

し
て
二
〇
〇
〇
万
フ
ラ
ン
の
貸
与
金
、
つ
ま
り
年
間
一
人
に
つ
き
一
八
フ
ラ
ン
五
〇
の
補
助
に
相
当
す
る
と
い
う
勘
定
に
な
る
。
こ
こ
で
実
例

と
し
て
・
扶
曲
面
三
人
の
杢
さ
ん
と
い
う
庶
民
豊
場
さ
せ
る
と
・
同
年
の
年
間
生
活
費
は
δ
四
四
フ
ラ
靹
あ
・
た
か
ら
・
全
家
計

費
の
七
パ
ー
セ
ン
ト
強
は
相
殺
方
式
の
恩
恵
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
計
箪
は
仮
に
こ
の
家
族
の
パ
ン
消
費
が
平
均
量
に
あ
る
も
の
と
し

て
計
算
し
た
の
で
あ
っ
て
、
一
般
に
庶
民
は
パ
ン
の
消
費
量
が
大
き
い
か
ら
、
貸
与
金
の
交
付
は
家
計
支
出
の
一
〇
パ
…
セ
ン
ト
ぐ
ら
い
を
軽

減
し
た
と
考
え
る
方
が
よ
り
妥
当
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
補
助
が
か
く
も
大
き
な
額
に
な
ろ
う
と
は
、
初
め
当
局
は
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
パ
リ
市
の
年
間
予
算
総
額
が
六
〇
〇
〇
万
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ラ
ン
そ
こ
そ
こ
の
当
時
の
こ
と
で
あ
る
。
行
政
当
局
が
一
年
九
ヶ
月
目
に
公
定
価
格
を
値
上
げ
し
た
の
は
、
原
価
と
の
差
額
を
小
さ
く
し
て
貸

与
金
交
付
額
の
膨
張
を
抑
え
よ
う
と
す
る
目
的
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
に
こ
の
交
付
額
は
パ
ン
価
対
策
と
し
て
記
録
的
で
あ
っ
た
。

　
実
際
の
支
払
が
果
し
て
『
会
計
報
告
書
』
通
り
に
門
島
に
行
な
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
全
期
間
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。
わ
か
る
期
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

中
、
一
八
五
五
年
＝
一
月
現
在
を
例
に
取
れ
ば
、
未
支
払
分
が
一
一
月
と
＝
一
月
分
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
貸
与
金
申
請
か
ら
交
付
ま

で
の
手
続
が
複
雑
な
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
割
合
遅
滞
な
く
支
払
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
言
え
よ
う
。
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C
　
資
金
の
調
達

　
巨
額
の
資
金
を
ど
の
よ
う
に
し
て
調
達
し
た
か
は
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。
元
来
、
相
殺
方
式
が
採
用
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
は
、
前
述
の
よ

う
に
、
行
政
府
が
パ
ン
価
対
策
に
財
源
の
一
部
を
当
て
る
こ
と
を
不
可
能
ま
た
は
不
利
な
策
で
あ
る
と
見
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
事
実
ま
た
貸
与

金
交
付
期
の
三
年
閾
は
、
行
政
当
局
は
公
庫
に
全
く
資
金
を
融
通
し
て
い
な
い
。
詳
細
を
言
え
ば
、
市
が
公
庫
の
業
務
開
始
の
時
点
ま
で
八
五

〇
万
フ
ラ
ン
を
立
て
替
え
て
い
た
事
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
間
も
な
く
公
庫
が
市
へ
返
済
し
た
し
、
ま
た
公
庫
が
県
か
ら
寄
付
金
と
貸
付
金
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

受
け
る
の
は
一
八
五
七
年
以
降
、
つ
ま
り
貸
与
金
交
付
期
が
終
っ
て
し
ま
っ
た
後
の
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻
っ
て
、
公
庫
へ
の
預
金
額
の
変
動
の
跡
を
見
て
も
、
預
金
総
残
高
が
資
金
需
要
額
の
一
割
に
さ
え
達

貸与金の交付表

計累
　
　
ソ

額
ー
ラ
間
フ

付　
年
配
一

差額（キロあたり
サンチーム）

最低額｝鵬額

8，532，82e．768，532，820．79

24，888，467．05 33，421，287．81

15，716，736，96 49，138，024．77

4，419，922．38 53，557，947．15

19

16

51853

4

101

71

1854

1855

1857

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

し
た
こ
と
が
な
い
か
ら
、
預
金
が
公
庫
の
資
金
の
供
給
源
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。

　
結
論
を
番
え
ば
、
そ
れ
は
公
庫
債
の
発
行
と
そ
の
大
成
功
に
よ
る
。
こ
の
金
融
債
の
引
き
受
け
手
は
、

フ
ラ
ン
ス
銀
行
、
ク
レ
デ
ィ
・
モ
ビ
リ
エ
銀
行
、
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
な
ど
も
ま
じ
っ
て
い
た
が
、
大
半
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

一
般
の
人
び
と
で
あ
っ
た
。

　
金
融
債
発
行
の
成
功
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
原
因
が
考
え
ら
れ
る
。
債
券
が
県
や
市
に
保
証
さ
れ
て
い

た
か
ら
、
応
募
者
に
安
心
感
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
利
回
り
が
他
の
債
券
の
場
合
に

比
べ
て
高
か
っ
た
こ
と
も
有
力
な
原
因
で
あ
る
。
特
に
公
庫
が
も
っ
と
も
多
額
の
資
金
を
必
要
と
し
た
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
発
行
さ
れ
た
債
券
の
利
息
が
高
く
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
応
募
老
を
集
め
て
い
る
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
諸
点
に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
析
は
、
改
め
て
草
す
る
別
稿
に
譲
り
た
い
と
思
う
。
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付
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り
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か

　
も
パ
ソ
価
高
騰
は
更
に
二
年
間
も
続
こ
う
と
し
て
い
た
。
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三
五
〇

　
万
フ
ラ
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に
過
ぎ
な
い
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こ
の
蒔
、
公
庫
は
五
〇
〇
〇
万
近
い
資
金
を
貸
与
金
と

　
し
て
交
付
し
て
い
た
か
ら
、
こ
の
場
合
は
、
預
金
残
高
は
資
金
需
要
の
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か
六
、

　
七
パ
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。
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農
　
望
－
結
論
に
か
え
て
ー
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ジ
ョ
レ
ス
が
言
っ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
パ
ン
の
問
題
を
単
に
一
つ
の
社
会
問
題
と
し
て
の
み
小
さ
く
限
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
か

つ
て
民
衆
運
動
を
誘
発
し
た
だ
け
で
な
く
、
行
政
の
あ
り
方
や
社
会
思
想
と
も
深
く
関
わ
り
合
い
を
も
っ
て
い
る
。

　
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
あ
る
影
青
か
ら
、
も
は
や
多
数
の
餓
死
者
を
出
す
と
い
う
よ
う
な
大
賢
饅
は
姿
を
消
し
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ

に
か
わ
っ
て
、
凶
作
の
た
め
に
パ
ン
価
が
法
外
に
騰
貴
す
る
と
い
う
型
の
危
機
が
一
八
、
九
世
紀
に
断
続
し
て
起
こ
っ
た
。
こ
れ
は
、
二
〇
世

紀
に
お
け
る
消
費
者
物
価
の
騰
貴
よ
り
ず
っ
と
鋭
い
高
騰
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
本
稿
が
紹
介
し
た
危
機
を
例
と
し
て
考
え
れ
ば
、
明
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

か
で
あ
る

　
こ
の
型
の
危
機
は
、
パ
リ
の
場
合
で
言
え
ば
、
第
二
帝
政
の
後
半
一
八
六
〇
年
代
に
は
、
も
は
や
は
っ
き
り
と
識
別
で
き
な
く
な
っ
て
行
く
。

一
八
六
一
年
も
六
七
年
も
ひ
ど
い
凶
作
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
パ
ン
の
原
価
の
高
騰
は
、
　
一
八
四
六
年
や
、
五
三
～
五
六
年
の
凶
作
の
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ず
っ
と
鈍
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
分
析
を
な
お
要
す
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
ラ
ブ
ル
ッ
ス
流
の
用
語
「
旧
型
経
済
」
を
借
用
す
れ
ば
、
一
八
五

〇
年
代
ま
で
「
旧
型
」
の
名
残
り
が
強
か
っ
た
と
筆
者
は
見
て
い
る
。
六
〇
年
代
以
後
へ
の
変
化
が
や
っ
て
来
た
の
は
、
第
二
帝
政
期
に
お
け

る
鉄
道
の
急
速
な
発
達
や
自
由
貿
易
の
伸
張
な
ど
が
食
糧
輸
送
を
画
期
的
に
容
易
に
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
消
費
人
口
が
停
滞
し
て
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

く
の
に
対
し
、
食
糧
生
産
が
増
大
を
続
け
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
。

　
数
ケ
月
の
間
に
パ
ン
が
二
倍
に
値
上
り
す
れ
ば
庶
民
の
生
活
費
が
二
、
三
割
も
跳
ね
上
が
っ
た
こ
と
は
、
本
稿
の
事
例
で
わ
か
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
、
労
資
問
題
な
ど
と
は
次
元
を
異
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
数
年
に
一
度
は
起
こ
っ
た
。
こ
こ
に
も
し
政
治
危
機
が
並
ん
で
あ
れ
ば
、

こ
の
社
会
危
機
は
政
治
革
命
の
一
因
に
も
な
り
得
た
。
本
稿
が
扱
っ
た
第
二
帝
政
成
立
直
後
は
、
反
政
府
勢
力
が
潜
在
し
て
い
て
、
や
が
て
一

八
五
七
年
、
五
八
年
と
次
第
に
顕
在
化
し
て
行
こ
う
と
し
て
い
る
時
期
で
あ
っ
た
。
折
り
し
も
大
き
な
食
糧
危
機
が
や
っ
て
来
て
、
為
政
老
は

そ
れ
が
政
治
革
命
を
誘
発
し
ま
い
か
と
恐
れ
た
。
本
稿
が
扱
っ
た
も
の
は
、
行
政
当
局
が
巧
み
な
政
策
に
よ
っ
て
見
事
に
危
機
を
乗
り
切
っ
て
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事
無
き
を
得
た
と
い
う
成
功
例
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
国
王
が
慈
し
み
を
も
っ
て
困
窮
者
に
パ
ン
を
与
え
る
と
い
う
策
か
ら
公
定
価
格
制
に
至
る
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
史
上
に
見
ら
れ
る
危
機
克
服
の

策
は
数
多
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
相
殺
方
式
は
、
行
政
当
局
の
財
政
上
の
負
担
に
全
く
な
ら
な
い
と
い
う
特
色
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

当
局
が
常
つ
ね
扶
助
金
の
捻
出
に
悩
ん
で
来
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
財
政
史
上
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
方
式
が
社
会
保
障
の

一
種
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
受
益
老
が
困
窮
者
に
限
ら
れ
ず
消
費
老
一
般
で
あ
り
、
負
担
老
も
階
層
の
別
の
な
い
消
費
者
一
般
で
あ
っ
た
。
こ

の
点
も
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

　
勿
論
、
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
政
策
の
採
用
自
体
も
特
定
階
層
の
利
益
に
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
決
し
て
な
い
。
見
方
に
よ
っ

て
は
、
社
会
保
障
を
大
衆
課
税
に
よ
っ
て
行
な
う
も
の
だ
、
と
言
え
な
い
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
統
制
を
な
ぜ
小
謡
粉
の
段
階
で
行
な
わ
ず
製

パ
ン
の
段
階
で
行
な
っ
た
の
か
。
こ
の
点
は
、
証
明
す
べ
き
史
料
が
見
つ
か
ら
な
い
と
は
言
え
、
筆
者
は
、
製
粉
業
者
の
利
益
が
守
ら
れ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
と
疑
っ
て
い
る
。

　
一
般
に
、
相
殺
方
式
の
よ
う
な
商
舗
経
済
が
運
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、
統
制
を
押
し
進
め
る
政
体
が
望
ま
し
い
。
こ
の
点
で
、
第
二
帝
政
初

期
の
い
わ
ゆ
る
「
専
制
帝
政
」
国
臼
℃
貯
Φ
㊤
暮
霞
謬
鉱
お
は
好
都
合
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
後
期
に
「
自
由
帝
政
」
空
白
℃
貯
①
ぱ
σ
爾
巴
　
へ
と
転

回
し
て
行
く
過
程
で
、
相
殺
方
式
な
ど
の
統
制
経
済
が
自
由
主
義
の
名
で
廃
止
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
か
ら
、
栢
殺
方
式
と
専
制
帝
政
と
は
生

死
運
命
を
共
に
し
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
第
二
帝
政
期
に
お
け
る
官
僚
と
行
政
組
織
の
発
達
と
整
備
も
ま
た
、
パ
ン
金
融
公
庫
の
運
営
の
よ

う
な
か
な
り
技
術
の
要
る
政
策
を
可
能
に
し
た
。
勿
論
逆
に
、
社
会
政
策
が
行
政
組
織
を
発
達
さ
せ
た
と
も
言
え
よ
う
が
、
と
に
か
く
、
相
殺

方
式
は
も
し
第
二
帝
政
以
前
の
時
代
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
行
政
技
術
上
の
問
題
と
し
て
成
功
が
疑
わ
し
か
っ
た
ろ
う
と
想
像
で
き
る
。
も
っ
と

も
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
官
僚
行
政
組
織
の
発
達
に
は
マ
イ
ナ
ス
の
面
も
あ
っ
て
、
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
曝
し
て
、
事
の
運
び
が
し
ば
し
ば
渋

滞
し
た
の
で
あ
っ
た
が
。

　
パ
リ
の
パ
ン
問
題
は
、
第
二
帝
政
下
だ
け
を
取
っ
て
も
、
一
八
五
七
年
か
ら
六
三
年
の
差
額
取
立
金
納
付
期
と
一
八
六
三
年
か
ら
七
σ
年
の
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関
税
徴
収
期
の
諸
問
題
が
、
本
稿
の
中
に
は
納
め
切
れ
ず
残
さ
れ
た
。
ま
た
、
第
一
帝
政
下
の
公
定
価
格
制
や
、
王
政
復
古
・
七
月
王
政
下
の

パ
ン
引
換
券
発
行
策
な
ど
も
、
研
究
史
上
誰
も
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
の
な
い
地
平
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

〈
附
記
〉
も
と
の
仏
語
論
文
の
一
つ
の
章
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
に
当
っ
て
、
筆
者
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
も
と
の
部
分
を
省
略
し
た
り
説
明
を

変
え
た
り
し
て
読
み
易
く
し
ょ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
、
も
し
、
む
し
ろ
史
料
や
詳
細
な
点
を
知
り
た
い
方
が
あ
れ
ば
、
本
稿
で
は
不
充
分
な
の

で
、
も
と
の
論
文
、
と
く
に
そ
の
脚
註
と
史
料
目
録
を
参
照
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
タ
イ
プ
露
髄
印
刷
の
も
の
を
、
御
好
意
に
よ
り
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ぐ
つ
か
の
研
究
機
関
に
寄
託
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

①
《
雰
曹
⑦
ω
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簿
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③
人
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食
糧
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増
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飢
餓
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i
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世
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⑤
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パリのパソ価高騰と社会政策（堀井）
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La　Hausse　du　Prix　du　Pain　et　les　Mesures

Prises　a　Paris，　de　1853　a　1856

Par

T．　Horii

　　La　France　au　XIXe　si6cle　produisait　dans　les　ann6es．moyennes　assez

de　c6r6ales　pour　suffire　a　sa　consommation，　mais　la　production　variait

d’ann6e　en　ann6e，　et　les　ann6es　de　mauvaise　r6colte　le　prix　de　la　farine

et　du　pain　montait　consid6rablement．

　　En　1853　11　y　eut　une　tres　mauvaise　r6colte　apres　clnq　ann6es　d’abon－

dance，　et　le　prix　du　pain　passa　en　six　mois　de　30　b　50　centimes　le　kilogr．　；

ce　qui　provoqua　des　agitations　populaires．　Des　mesures　furent　prises

pour　faciliter　1’importation　de　grains　et　farines　et　acc616rer　le　transport

int6riedr　des　denr6es　agricoles，　et　le　pain　fut　tax6　ti　40　c．　Aaussmann，

qui　avait　pratiqu6　b　N6rac　et　b　Blaye　1’exp6rience　de　la　compensation，

d6cida　de　1’appliquer　a　Paris　et　dans　le　D6partement．　11　lui　fallut

convaincre　la　Commission　municipale，　la　Commission　d6partementale　et

le　Conseil　d’Etat　pour　obtenir　la　cr6ation　de　la　Caisse　de　service’　de　la

Boulangerie　（d6cret　du　27　d6c．　1853）　qui　fut　organis6e　par　la　d6cret　du

7　jan．　1854．

　　Le　r61e　de　la　Caisse　6tait　d’abord　d’appliquer　le　systeme　de　compensa－

tion，　c’est－b－dire　verser　les　avances　en　p6riode　de　d6taxe　（prix　de　revient

sup6rieur　b　la　taxe）　et　les　r6cup6rer，　plus　tard，　en　p6riode　de　surtaxe

（prix　de　revient　inf6rieur　a　1a　taxe）．　On　trouve　que　la　Caisse　de　la

Boulangerie　d6boursa，　de　1853　a　1856，　une　somme　6norme：　53，557，974　Fr．

15c．　en　tout；ce　qui　6quivallait　89　Fr．　8　c．　par　m6nage．　Grace　b　ces

avances．　tout　les　habitants　du　d6partement　de　la　Seine　purent　acheter

leur　pain　b　40　c．　le　1〈ilo　（puis　45　c．，　et　enfin　50　c．），　bien　que　le　prix　r6el

ait　6t6　61ev6　mSme　jusqu’b　60　c．　le　1〈ilo．

　　L’originalit6　de　la　Caisse　se　manifeste　de　troit　points　de　vue　dlff6ren－

tes：historiquement　elle　fut　la　seule　avec　son　analogue　b　Limoges　b

appliquer　entibrement　la　compensation，　ce　qui　contribua　h　la　paix　sociale　；

financibrement　elle　resta　ind6pendante　de　1’administration　municipale　et

de　1’Etat　；　socialement　tous　les　consommateurs，　sans　distinction　de　classe，

furent　ses　b6n6ficiaires．
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